
ロシア所蔵 ウイ グル語断片の研究3

1.ウ イグル文 『大乗法苑義林章』

2.ウ イグル文字音写 された漢文 「礼懺文」

3.『 天地八陽神呪経』の漢字 「難字音注」 とウイグル文 「九悪業」

庄垣内 正弘

1.『 大乗 法苑 義林 章』

 7世 紀後半に玄奘 の弟子で ある基(AD.632-682)'に よって著 され た 『大乗 法

苑義林 章』 は全7巻29門 よ りなる唯識教学の体系 を表 した書で ある2.

 ロシア科学 アカデ ミー東方学研究所サ ンク トペ テル ブル グ支所 の所蔵品中,

SI Kr.1,12の 番 号を付せ られ た漢文巻子断片の裏面に書かれ た ウイ グル文は こ

の 『大乗法苑義林章』 の内容に同定でき る3.こ の書の ウイ グル語訳 は これ ま

で見つかっていない.ウ イ グル文の内容 は第5巻 第23門 「法処色義林」に掲

げ られた5門 中の第3「 釈名 字」 に該 当す る.こ の門では 「法処所摂色」の5

種 が解説 され てい る.以 下 にこの5種 色の漢語 とウイグル語 とを掲 げてみ る:

1.極 略 色

2.極 迥 色

3.受 所 引色

4.遍 計 所起 色

5,定 所 生 自在 色

arta samast 6弓, arta g�iq 69, arta qavira 69

舐t臾舅g�t

tagiηm乞ktin tar缸tilγuluq 6η

a董qu atqandac�麭a atqanγu bolmaq Uz-aki 6弓

diyan舐ksinm臾― 量ntin tuγmi§6り

上掲 「極 略 色 」 がarta samast 60(極 略 色 の総称),arta qf齣6り(小 の義 の極 略

色),舐t舍avira的(総 の 義 の極 略色)の3種 の ウイ グル 語 訳 を使 い 分 け る よ

1基 は 法相 宗 初 祖 と され 慈 恩 大 師 あ るい は大 乗 基 とも い われ た:cf .『 東 洋 仏 教 人 名 辞 典 』(斉 藤 昭 俊 ・李

載 昌編1989)pp.87-89― な お 、所 蔵 の ウイ グル 文 献 の研 究 とそ の 写 真 掲 載 の許 可 を 与 え て くだ さ っ た ロ

シ ア 科 学 ア カ デ ミー 東 方 学 研 究 所 サ ン ク トペ テ ル ブ ル グ支 所 に 対 して こ の場 を 借 りて 感 謝 の 意 を表 して

お き た い,

'「 大 正新 脩 大 蔵 経 」 第45巻(No
.1861).

'内 容 は 「大 正 」 の 第45巻p ―34勛1.23―p―342a 1.18に 対応 す る.表 面 漢 文 の 内 容 は 不 明.こ の 断 片 の サ イ

ズ は 横33―7cm× 縦26―8cmで あ る,
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うに,仏 教術語の解説 に使用 され たウイグル 語 は極 めて難解 である.術 語 は ウ

イ グル文 『阿毘達磨倶舎論実義疏』の もの と共通す るところが大 きく,両 者が

同 じ時代 の同 じ仏教集 団において作 られた可能性 はある.

 以下1.1に テキス ト,和 訳,注 釈を,1.2に 語彙 を掲 げたい.文 字 は草

書体を使用 してお り,文 字転 写によるテ キス トの提 出はむず か しい.1.1の

転写テキス トは音素転写 に近い ものを用い るが,tとdを 表す文字は混 同 され

てい るので,文 字転写のままにとどめる,ま た,Sは 専用文字Sの ほかsで も

表記 され るので,こ れ も文字転写をほ どこす.iとeは 同一文字yで 書 かれ る

のですべ てiで 表 した.t,d,s,S,i,eは訳文 に併記 した ウイ グル文で区別 をおこな

う.ま た,欠 落部分 の再構 も同 じウイグル文 中に掲 げる。

1.1 転 写,翻 訳 と 注

1.1.1 転 写4

1)[   ]m[]sd-niO munug az-utmaqhγy6rUgi禊S禊:6g qayu

2)舐s舐'舐t舍�iq ym與l oq舐iir. azu一 乙a yma 6η 一nUη[   ]

3)qavirasi Uδan n勾samaz�-與q samaz�一臙irg舐��s舐 bolur-1[ ]

4)amt�u 69舐s舐 bis臠�¥nnりyumdam―qi ad�c� iki t�l� y��

5)-1舐i n臘臙�s舐 ym與q sama[  ]臾i-si yig ol:鹽arta k乞rig 6り

6)tip timis arsar:k舅g 6g舐s舐 bu oq incip 6g oron-taq�(k舅g)6η:

7)t董tiγ一din 6ηi�r�m臾�-舩imin ug�m� ol k艀ig tip at[   ]

8)'舐t臾舅g qayu舐s舐 6ηym與l oq'舐�:'舐t臾舅g-n軻69

9)-i��iki t�l� y��-1舐i iyin yaras�olur 6ηtip:yumt匸   ]

10)at雀 γbulu tαkadm註k tiz―a aqbaslayu-qi y6rUg yig舐iir:n臘艙a[ ]

11)qaraI〕 γu―ta uladi―lar:anca舐�禊S�1'ym臙�1�l� at�[       ]

12)k舅g 6gi舐�:yumtant oron-luγkigrUlmi曲a蝕mis:yana ym膽 ]

13)��tayaq bolγali:adamad�'舐t艙aruq-ta uladf-1ariγ:t臾 a[    ]

14)[  ]t臾舅g 6η{ig:bu k舐ig 6弓k6k gal� tigli bir 60 t6[  ]

15)[ ]tig 6η�-d� ald� bolmag�―a uγus oxSadiγ�―臑d!�1�

16)bod s� birl臾i k6k qaliq uγuS-16η"g adama恤'舐t舍un1γ

17)tip:t臾 adamaq舐s舐'舐t臾舐ig�e tip:'艙m舅mi s��舐�:k�]

18)gal� birl臠at�1� ym蔕k munta� t6z-IUg tigUlOk bo1γay tip

l9)yana yma bu karig 60Ug ym註6k k6k qaliq uγus-i 6ηtak��]

20)-t跏 短yaη 己a adamatin larta quruγtip:tak atamis orarta k瓸g t[ ]

21)taginmak一 廿n tar肛tnmi蓉6丐 〕tip timis ars鋤r:[              ]

4[]は 欠落部分 を
,()は 傍注 として付加 されてい る部分を表 す.
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22)alinip:taginmak 6t arig tt'豆taγ一fnta baxSi[       ・    ]

23)alinip taglnmak tip y6rUg ol:tartftflmaq[           ]

24)taginmak-niO tartitilγuluqi U乙Un atamis[            ]

25)tartilγu-luq qayu arsar 6りyma ol oq U[            ]

26)[]uq廿p:taginmak-niりta宜i創 γu-luq 6りi[      ]

27)[]uluq 6p廿p:birgar〔i qavSursar ikigU [              ]t[ ]

28)y6rUgl缸:㈱a diyan―li yol-li―daqi eax恙apt[  ]maq-1' baxsi-tl'n armas[]

29)yma in6ip qinmis qa縦 γlanmiぎ6d―t乞y[    ]-tin 6d-tin arig―ti[]

30)6k bo藍ur sanvar t6z-IUg 6x§apt az[       ] kntU 6z-i iSla§mak―tin

31)az-u― 己a yma adin-lar-ti'n taginmak-tin bo[   ]mun明uγur-1'nta yumdaru

32)s6z―1amis ol:taginmak-tln tartitilmfs 6η[       ]pratimok§asanr tigli u

[ ]

33)―maz:otγuraq taginmak―n均uγur-1'nta tUrur U6Un avrilmaki taSgilmaki k6gUl

34)iyin armaz:naごa bulduq-ta ol乙xsapt-fγ:o啝raq adin bolmasar yma diyan

35)-11yo1-1冗bir ikintika lyln yitrUSUr UこUn yma 6k ati bolmaq ol:taglnmak

36)[ ]ntartitilmis 6りt量p:alqu adqandaるi―qa adqanlfu bolmaq Uz-aki 6り[ ]sar

37){16重6z-lUg k6弓Ul bil孟g董tUz-U uyur UこUn yinこUrgali i sdagali:adqanγu-lar

38)muntfn tuγmis-qa'atf bolmfs oi:antin tu1Yu-luq tip:tulYu

39)―luq qayu arsar 6弓ol oq U6Un a且bolmis ol tu1Yu―1uq 60 tip:alqu

40)adqanda～ 三1―niO turγu-luq 6P U乙蔔n at〔bo董rnis oi alqu adqandaこi-qa adqaγbo[ ]

41)-maq-dk'n tuγml's Og tip:yma dk yumdaru iki t6rlUg y6nigliir Uz-a y6rgUlnk

42)ol:diyan arksinmak-intin tUγmi'舊6りtip timi s arsar:diyan b6gUlam瓠d粧t[ ]

43)-siz直6Un ati bolmis ol arksinmak tip:t直s antirtin tuγmis―qa ati bol

44)-mis ol antirtin tuγγuluq tlp:tuγ γu-luq qayu arsar 6ηym乞ol[ ]

45)[                      ]

1. 1.  2L1 

1)-3)

 1) [sa] m [a] st-M13 munuti az-utmagll7 yorugi arsar : otj qayu 2) arsar arta giriq yma 

of oq arur. azu-ca yma [arta] 3) gavirasi iiain samaz Uz-a oq samaz uz-a 

birgam yorsar bolur-1 Ear]

               P1 c NA,N11-7/.9 ro,o) d (zk).) c

      lt/I•A'',igRt:4A',Zi CA± — (p.341c 1/.23-24)
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 samast〈Skt. samasta.こ の単 語 は ここで は 漢語 の 「略 」 に対応 す る。 Skt.

samastaは 「結 合 され た,組 み合 わ され た 」 の意 味 を もつ が5,「 略 」 と も訳 さ

れ る6.上 記 漢 文 に先 行 す る文 に 「略 」 に2義 あ る こ とが解 説 され て い る:略

有 二義 一 者 總 義總 略衆 色 折 至 極微 名 極略 色二 者 小義 折諸 根 境 至極 小處名 極 略 色

故 稱 極 略 不 名 極微 略 是 總 者略 色之 極(p.341c ll. ZO―23). Skt. samastaの 本 来 の意

味 は この漢 文 の第1義 「総」 に相 当す る とい え るが,ウ イ グル 文 で は 「略 」 の

総 称 と して扱 われ て い る,一 方,舐t舍�iqは 漢 文 の 「極 略 」に対 応 す る7.「 略 」

を表 すg�iqは 「粉 砕 され た もの1を 意 味 し,先 行 漢 文 中 の 「小 義 」(小 の義)

す な わ ち第2の 義 の 「略 」8に 相 当す る.ま た[舅臂qaviraも 漢 文 の 「極 略 」

に 対応 す る.gav�aは 「総ず る,ま とめ る」 を意 味す るgav�-の 派 生語 で あ り,

こ こで は 「略 」の第1の 義 「総 義 」に相 当す る.従 つて 「極 略 色 」は 翫ta samast 6η

(極略 色 の総 称),arta qi面6り(小 の義 の極 略 色),arta qavira 6q(総 の義 の極

略 色)の3種 で表 され る.な お,舐t艪ｪ 漢 語 の 「極 」 に対応 す る例 は他 の ウイ

グル文 献 に も見 られ る:舐t蔡raq「 極 遠 」a曲yincg艨u 極 微 細 」cf. Tattv縒th�

II p.233a. azut―maq「 少 な くす る こ と」=「 小 」. samazはSkt. sam疽a「 語釈 」

か らの借 用 語 で あ る.n幻samaz「 依 士釈 」(格限定 合成 語Skt. tatpurusa),oq samaz

「持 業 釈 」(同 格 限 定合 成 語Skt . karmadh縒aya),い ず れ も六合 釈 のひ とつ9.「 依

士 釈 で 釈 す 」 とは,6η-璽 旦[舐t臂gav�a-S1「 色璽 極 略 」 が, niり(属 格 接尾 辞)

を用 い て 「色(6り)」 と 「極 略(舐t舍av�a)」 との 間 に属 格 関係 の成 り立 つ こ と,

す なわ ち依 士釈 で 釈 され てい る こ とを意 味 す る.「 持 業釈 で 釈す 」 とは60qayu

疵s舐舐t�(揮q yma ol四 ㎞rが 持 業 釈で 釈 され て い る こ とを意 味す る.こ の ウ

イ グル 文 は 「色 が何 か で あれ ば,極 略 もま たそ れ な り」 と直 訳 で き る.「 それ

(ol)」 と 『極 略(舐t臠�iq)」 が 同格 関係 に あ り,主 格 表 示 のoq(本 来 は強意 の

小 詞)が そ の 関係 を示 して い る.「そ れ 」と 「何 か」が 同格 な の で 結 局,「 色(6り)」=

「何 か(qayu)」ﾘ「 そ れ(ol)」ﾘ「 極 略(舐t舍1震q)」 の 関係 が な りた ち,こ の ウ

イ グル 文 は 「色 は即 ち極 略 で あ る」 の内容 を表 す.「 色 」 と 「極 略 」 とが 同格

で あ り,持 業釈 で釈 され た こ とにな る.Cf. bu U6 vibaktiiariγbarca arka tayaqliγ

"'thrown or put together
, combined, united, whole, ail"(Monier p.1158a),「 總,倶,廣,聚 」(荻 原p.1417b),

「總,具 物,聚 集,共 聚 集 」(平 川1p ―379).

℃f中 村p.1728c「 りゃ く 匸略]」.

7「 極 略 」 は 先行 漢 文 に 「稱 極 略 不 名極 微 」 と あ る
,一 般 に 「極 略 」 は 「極 微 」 と 同義 に 扱 わ れ る:cf.中

村p470.ウ イ グ ル語 は 「極 微 」 にpanunanu(<Skt.pazazn縅u)を 用 い る=(Tattv縒th紵I p.314�).

8「 小 の義 」 の 「略 」 は た とえ ばSk .abhisamksepa「 縮 小」・,短 縮 要 略,略 」(織 田pllib,平 川2p.492b)

に 該 当す る の か?

9「 六 合 釈 」 とは複 合 語 を構 成 す る前 分 と後 分 との 関 係 を説 明 す る 方 法
,依 士 釈,持 業 釈 以 外 に 相 違,帯

数,有 財,隣 近 の4釈 が あ る.
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temist臾i麭Uza y6rmi舊k舐g臾「 こ の 三 っ の 格 は す べ て 士 へ 依 る も の と い

う依 士 釈 に よ っ て 釈 す べ し 」(Tattvarth紵p.5611.563-564), y�m臾 qayu舐s舐

tutyaq ym與l� ol teg�i sa吻i導in kUdnkin tuta g嶼Uza y6㎜i§kargak「 薀

は 即 ち 取 な り と い う言 を,そ の 作 用 に 関 し て 持 業 釈 で 釈 す べ し 」(Tattv縒th紵

p.29611.4412-4413)io.ﾘの 前 に 同 語 の 誤 記 の 削 除 が 点 環 で 示 さ れ て い る.

4)^-5)

 4)amti bu 6η舐s舐 bi甑gU-nUηyumdaru―qi at�c� iki t�l� y�� 5)―1舐i n臘�

b�s舐 ym與q sama[z�]臾i-si yeg ol:

「今 こ の 色 と は 五 つ の 通 名 で あ る た め,如 何 に2種 の 釈 が 成 じ て も 持 業 釈 に よ

る も の が 勝 れ て い る の で あ る.」

漢 文:今 此 色 者 五 種 通 名 二 釋 雖 成 持 業 爲 勝(p.341c 11.24-25)

yumdaru-q�t「 通 し て の 名 」=「 通 名 」. yumdam(〈yumdar「 総 合 す る 」 ―u

(副 動 詞 接 辞))は 本 来 の 副動 詞 的 な機 能 か ら,副 詞,形 容 詞,名 詞 的 な機 能

を もつ 語 にな った.yumdaruが 漢 語 の 「通」 に対 応 す る例 は 他 に も あ る:kenki

aこag直uγu導lar yumdaru U乙ar bolur「 後 三 界通 三1(Tattv縒th紵I p.408a).bis臠�u 五

つ 」 とい うの は 「法 処 所 摂 色 」 の5種 を指 す.

5)～7)

 舐t臾艀ig�t 6)tep temix舐s舐:k艀ig�t舐s舐 bu oq incip�t oron-tag�(k艀ig)

�t:7)t��-d��di�r�m臾�一舩emin ug�m� ol k舅g tep at[�一�:]

「極 迥 色 と 言 っ た が,迥 色 は こ れ す な わ ち 色 処 に あ る 迥 色(で あ る).礙 を 離

れ る の で,方 に 迥 と い う名 を も っ て 顕 し た.」

漢 文:極 迥 色 者 迥 色 即 是 色 處 迥 色 離 礙 方 顯 立 以 迥 名(p.341c 11.25―26)

k舅gは ―'stretching roadll(Erdal[1991]p.191)あ る い はk舅g iraqで 「広 遠 亅

(Tattv縒th�12.1119)と 訳 し て き た.こ こ で は 漢 語 「迥 』(は る か,遠 い)に 対

応 し て い る.舐淸k艀ig�t「 極 迥 色 」 は 「法 処 所 摂 色 」 の1っ.

8)^-10)

 8)舐t臾艀ig gayu舐s舐�t ym與l oq舐�:舐t臾艀ig-n��t 9)-i�� iki t�l�

y��―1舐i eyin yaras�olur 6ηtep :yumd[aru-q�10)at4γbuiu t�舩m臾�一�

ar〕baslayu-q��� yeg舐�:

「『極 迥 は 即 ち色 な り』(と)『 極 迥 の色 』(の)故,二 種 の釈 に随 い 応ず る.色

とい う通 名 をす で に得 て い るの で最 初 の釈 が勝 れ てい る.」

io y肱mak qayu億 縦tutyaq yma ol gg ol「 薀 が 何 か な ら取 もま た そ れ な り」=「 薀 は 即 ち 取 な り」.
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 漢 文:極 迥 即 色 迥 色 之極 迥 之 極 色 二釋 隨 應 色 既 通 名 初 後解 勝(p―341c

11.26-28)

 aηba蓉layu―q���「 最 初 の 釈 」 と はarta kadg qayu arsar 6ηyma ol oq a由r r極

迥 は 即 ち 色 な り 」 を 指 し,持 業 釈 に 随 っ て い る.「 極 迥 の 色 」 は 依 士 釈 に 随 っ

て い る が,漢 文 で は 「迥 色 之 極 迥 之 極 色 」(迥 色 の 極,迥 の 極 色)と な っ て お

り,ウ イ グ ル 文 と 異 な る.t�舩-(m臾)は 動 詞 副 動 詞 形(bul-u)と 結 合 し て 漢 文

の 「既 」を 表 す:cf. bu andas bolma-yu t�舩s舐「 此 既 不 爾 」(Tattvarth紵I p.374a).

10)^-14)

 n臘艙a[ruq]11)qaraη γu-ta ulatf-lar:anca舐�疵s舐 ym臙�1�l� ad�[tl�]12)

k舅g 60i舐�:yumdaru oron-luγk明rαlnli舊b臈�is:yana ym膽uyur]13)��

tayaq bolγali:atamad�舐t艙aruq-ta. ulat�-lariy:t臾 a[tam� ol]14)[舐]t臾舐ig

6gtig:

「明 暗 な ど が そ の よ う に 分 析 も て る も の で あ れ ど も,(明 な ど は 別 で あ る.)

迥 色 は 総 じ て 処 を も ち 寛 大 と な っ た も の で あ る.ま た 依 と な る こ と が で き る 故,

極 明 な ど と 名 付 け ず に,た だ 極 迥 色 と 称 し た.」

 漢文:雖 明暗等亦是所 折明等是別迥色是總處所寛廣復 能爲依不名極明等但稱

極迥色(pp.34勛1.28―342al.1)

 漢 語 「所 折 」 がb�1�l� adirtliγ と 表 さ れ て い る が, b�g�1� adidaγuluq「 分

析 さ れ る 所 」 の 方 が 適 し て い る.漢 文 の 「明 等 是 別 」 に 該 当 す る ウ イ グ ル 文 は

欠 落 し て い る.yaruq-ta ulan arUr adirtliγが 入 る べ き か.

14)^-18)

 bu k艀ig ﾖT〕k6k gal� tegli bir 60 t6[z] 15)[-1]� 60 �-t� alt� bo豆maq�-a

uγu導oxsat��一臑dril� 16)bod s� birl臾i k6k gal� uyus-160Ug atamat�舐t舍umγ

17)tep:t臾 atamaq舐s舐舐t臾舅g 6g tep:艙m舅mis��舐�:k6[k]18)gal�

birl臠at�1� ym�6k munta 6りt6z-IUg tegUltik bolγay tep

「こ の 迥 色 と,空 と い う 一 色 性 も て る 色 と は 上 下 に あ る の で 類 に よ っ て 殊 っ て

お り,形 と 倶 に あ る 空 界 色 を 極 空 と 名 付 け ず,た だ 極 迥 色 と 名 付 け る の は,虚

空 と 混 同 し て ま た こ こ で 色 性 も て る も の と 云 わ れ る の を 恐 れ た た め で あ る.」

 漢文:然 此迥色與空一顯上下類殊倶空界色不名極空名極迥者恐濫虚空亦是色

性(p―342a 11.1-3)

 k�gal� tegli bir�t t�―IUg 6η 「空 と い う 一 色 性 も て る 色 」=「 空 一 顕 色 」.「 空

界 色 」 がk6k qaliq uγu酎6η(空 界(3.sg.poss.)色)で 表 さ れ て い る が, k6k gal�

uγu舊一niO 6り(空 界(gen.)色)が ふ つ う で あ る. quruyはquri-～quru-「 乾 く 」 か ら

の 派 生 名 詞 で あ る が,こ こ で は 「空 」 に 相 当 す る:cf t6rt t6rlng廿diγsiz uqmaqlar
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qumγ ―ta quruy k��s�t臾��s�「 四 無 礙 解 空 空 無 願 無 願 」(Ta伽縒th紿

p.326a).

19)～20)

 19)yana ym臙u k舅g 60tig ym�6k k6k qaliq uγuヨ-i 60 t臾 6k�s]20)-tUn短

yaO6a atamat� arta qunユ γtep:t臾 atam� ol舐t臾舅g t[ep]

「又 こ の 迥 色 を も,空 界 色 が た だ 上 に あ る の で 極 空 と 名 付 け ず,た だ 極 迥 と 名

付 け た.J

漢 文:又 迥 色通 空 色 唯 上 不名 極 空但 稱 極迥(p.342a 11.3-4)

bB kadg 6加g yma 6k厂 この迥 色 を も」 に対 して漢 文 は 「迥 色通 」 とあ る. bu

kadg 6ηUg yumdarur「 この迥 色 を通ず るJの 誤 写 の 可 能性 もあ る.

21)^'23)

 21)t臠inm臾-tin tart��m��e tep temis舐s舐 [t臠inrn臾舐s灑 galt�riir]22)

al��:t臠inm臾 6t舐ig tiltaγ―�ta baxs�t�tay�ta incip]23)al�� t臠inm臾 tep

y�劦g ol:tart��mag[舐s舐 galt�        ]

「受 所 引 色 と い っ た が,受 は 謂 く 領 受 で あ る.教 に 因 り 師 に 因 り こ の よ う に 領

受 す る こ と と い う 義 な り.引 は 謂 く(発 起 な り.)」

漢 文:受 所 引色 者 受 謂 領 受 因 教 因師 而領 受義 引謂 發 起(p.342a 11.4-5)

t臠inm臾―tin tart��m� 6q「 受 か ら引か され た色 」=「 受 所 引色 」.漢 語 「謂 」

はgalt�ﾅ 訳 さ れ る:cf.��舐s灑 qalt�ird舂l舩i�i�r�m臾舐�「 離 謂 永 離 」

(Tattv縒th紵I p317b),al�� t臠inm臾「 取 り受 け る 」ﾘ「 領 受 」(わ が も の と し

て 執 す る こ と 中 村p.1736a).

24)～28)

 24)t臠inm臾―n孟g taratilγuluqi蕊 乙Un atam�[ol taginmak-tln tar症tnγu―luq tep :

t臠inm臾-tin]25)tarti1γu-luq qayu arsar 6η ym� ol oq a[v..can at�olm� ol

t臠inm臾.tin 26)tartitilγu-1]uq tep:t臠inm臾-niO tar直tilγu―luq 60i[�� ati bolm�

ol t臠inm臾-tin 27)tartitil一 γ]uluq 6ηtep:birg舐ii gaysursar ikigU[at-1ar

     ]t[  ] 28)y��l疵:

「受の引所故,受 所引 と名付けた.受 所 引はすなわち色で ある故,受 所 引(色)

と名付 けた.受 の所引色故,受 所引色 と名付けた.共 に合わせれば2つ の名 は

(すなわち両)釈 を(成 ず.)」

 漢 文:受 之所 引名 受所 引受所 引 皀卩色名 受所 引色離 合 二名 即成 兩釋(p.342a

11.5-7)
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 t臠inm臾-tin tar齟1γu-luq「 受 か ら 引 か さ れ る 所 」=「 受 所 引J. t臠inm臾― 廿n

tart��yu-luq 60「 受 か ら 引 か さ れ た 所 の 色 」=「 受 所 引 色 」.25)～26)の

[t臠inm臾-tin tart��yu-1]uq tepは[t臠inm臾-tin tart衄 γu―1]uq 6弓tepと な る べ き で

あ る.26)～27)t臠inm臾― 吻tart��yu―luq⑪[�� at�olm� ol taglηm註k一 伽

tart��1-Y]uluq 6g tep「 受 の 所 引 色 故,受 所 引 色 と名 付 け た 」 は 漢 文 に 無 い.あ

れ ば,「 受 之 所 引 色 名 受 所 引 色 」 と な る と こ ろ.27)の 後 半 の 欠 落 部 分 は[at-lar ol

oq bolmis ol iki]t[臾i]と 再 構 成 す べ き か.

28)^-32)

 n臘臈iyan-1�ol―1�鹽a(庭caxsapt[-lafiγbul]maq一�axs�黎�舐rn舖[舐]29)ym�

in乙ip qinmi蓉q嘶la㎜iヨ6d-ta y[m臙axs�―t��-tin舐ig-ti[n]3o)� bolur sanvar

t�-1�caxsapt az[-u-ca ym臂k舅t�z-i isl舖m臾-tin 31)az-u-ca ym臑d�-lar-t�

t臠inm臾-tin bo[lur:]munug uγur一�ta yumdaru 32)s6z―1舂is ol:t臠inm臾-t孟11

ta丘削m互 齢 り[tep:コ

「定 と 道 と に あ る 戒 を 得 る こ と は 師 か ら(教 か ら)で は な い と 雖 も,こ の よ う

に 方 便 す る 時 に は 亦 師 か ら 教 か ら成 ず,(不)律 儀 の 性 も て る 戒 は,或 い は 自

ら邀 期 す る こ と か ら,或 い は 他 か ら 受 け る こ と か ら 成 ず.此 に 由 て 総 じ て 受 所

引 色 と 説 い た.」

 漢文:雖 定道戒得不從 師教然方便時亦從師教不律儀戒 或 自邀期或從他受由此

總 説名受所引(p.342a〃17―9)

 diyan-1�ol-li―daqi caxsaptlar「 定 と道 とに あ る戒 」=「 定 共 戒 と道 共 戒 」.「定

共 戒 」ﾘ「 禅 定 に入 れ ば 自 ら悪 を離 れ て戒 体 を発 得 す る こ と」 「道共 戒1ﾘ「 無

漏 定 に入 て無 漏 心 が 起 こ ってい る問だ け得 られ る戒 体 」(中 村pp.849b,1234d).

baxs�麈in舐rn舖[舐]ym艨u 師 か ら で は な い と 雖 も 」 はbaxs�黎��-tin舐rn舖[舐]

ym艨u 師 か ら 教 か ら で は な い と雖 もJと な る べ き と こ ろ.sanvar「 律 儀 」はasanvar

(<Skt. asamvara T不 律 儀i」)の 誤 写 と 考 え た い. isl舖m臾は 漢 語 の 「邀 期 」(求

め る)に 対 応 す る.isl舖m臾はTattv縒th繧ﾅ は 漢 語 の 「要 」 に あ た る:ol i﨎l舖-ip

k6りUlka tayaqliγi-yur UこUn yo御ali atqanγularta『 彼 要 依 心 能 行 境 故 」(皿p.270b)―

32)のt臠inm臾-廿n tar鯉miきOg「 受 所 引 色 」 の6g「 色 」 は 漢 文 に は 無 い.

32)^-34)

 [ym�6k]pratimoksasan(va)r tegli u[q�]33)―maz :odγuraq t臠inm臾―niη

uγur-inta turur U6Un avdlmaki taぎgilm乞ki k6η 登134)eyin舐m艘:

「又,別 解 脱 ・悪 戒 と い うの は 表 わ れ な い.定 ん で 受 に 由 て 起 こ る 故,そ の 転

ず る こ と は 心 に 随 わ な い.」

漢 文:又 別 解 脱 惡 戒 無 表 定 由受 起轉 不隨 心(p.342a 11.9-10)
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 pratimoksasan(va)rはpratimoksasanrと 綴 ら れ て い る.こ れ をpratimoks-

asan(va)rと 分 析 し, Skt。 pr縟imoksa「 別 解 脱 」 とasamvara「 悪 戒 」 と を 結 合 し

た 形 式 と 考 え た い.u[q�コ-maz「 現 れ な い 」=嘸 表 」(外 面 に 現 れ な い 行 為)

:cf. birl舫q�-ur―uγturyurdac�ilg臙ilig「 発 在 耋 慧 」(Tattv縒th紿p.383b).

t舖gilm臾はt臠silm臾のgsの 音 位 転 換 し た 形 式.

34)^-36)

 n臘臙ulduq-ta ol caxsapt―iγ:odγuraq ad� bolmasar ym臈iyan 35)-1�ol-1�ir

ikintik臚yin yetr���� ym�6k a缸bolmag ol:t臠inm臾 36)[-ti]n tart��m� 6g

tep

「そ の 戒 を 得 る こ と に お い て 定 ん で 他 と な ら な く と も,定 道 は 互 い に 従 い あ う

た め,亦 受 所 引 色 と 名 付 け た.」

漢 文:定 道 相 從 亦 名 受 所 引(p.342all10―11).

n臘臙ulduq―ta ol caxsapt-fγ:odyuraq ad� bolmasar ym艨u そ の 戒 を 得 る こ と に

お い て 定 ん で他 とな らな く とも」 は漢 文 には無 い.も し有 れ ば 「雖得 彼 戒 不 定

爲他 」 とな る.漢 文 「受所 引」に対 して ウイ グル 文 はt臠inm臾[-ti]ntartftf1醸 謁 弓

「受 所 引色 」.ま た36)の�e tepとalqu atqandac�麭a「 遍 計 」 の間 に漢 文 で は 「又

雖 得彼 不 定從 他 無 表 類 同皆名 受 所 引亦 有 受得 定得 道 由 此總 名 受 所 引色 」(p.342a

11.11-13)が 入 っ て い る.ウ イ グル 文 は 欠 落.at�olmaq ol:t臠inm臾[-ti]n

tart��m��e tep「 そ の名 は 受所 引色 とな った」ﾘ「 受所 引 色 と名 付 けた 」.

36)^-39)

 alqu atqandac�¥qa atqanγu bolmaq �-臾i 6ζ〕 [舐]s舐 37)� t�-1� k6ηU壷 biligi

掀z―�yur�� yinc�g舁i ist臠疝i:atqanγu-lar 38)munt� tuγmiき-qa at�olm� ol:

ant� turya-luq tep:turya 39)-luq gayu舐s舐�t ol oq�� at�olm� ol turya-luq�t

tep

「遍 計 所 起 色 は 三 性 の 意 識 が 遍 く 計 度 す る こ と が で き る 故,境 が 此 よ り 生 じ た

こ と に た い し て,彼 よ り 起 こ る 所 と名 付 け た.所 起 は す な わ ち 色 で あ る 故,そ

の 名 は 所 起 色 と な っ た.」

 漢文:遍 計所 起色者 三性 意識能遍計度境從 此生名彼所 起所起 即色名所起 色

(p.342a 21.13-15)

 alqu atqandac�u 全 て縁 ず る もの」�u 遍 計J. alqu atqandac�¥qa atgamyu bolmag

�一臾i 60「 全 て縁 ず るも の(=対 象 へ 向か うもの)へ の境(=対 象)と な る こ と

にお け る 色 」=「 遍 計 所 起 色 」(第 六 識 の 遍 計 の 妄 分 別 力 に よ っ て お こ され た

色 実在 しな い もの を有 り とみ る もの ・ ・.中 村p―1487a). yinc�(-g舁i)ist�

(-g舁i)は 「計 度 」(種 々 に思 考 す る)を 表 す が, Tattv縒th繧ﾅ は 「推 度 」 に 当 て
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ら れ て い る:cf. II p.269�.38)の 卿 一luqの 前 にturm� tepが 削 除 記 号 で 消 さ

れ て い る.turγu―luq 6η 「起 こ る 所 の 色 」 「所 起 色 」.

39)～42)

 alqu 40)atqandac�-nig turya-luq 6η�� at�olm� ol alqu atqandac�-qa atqaγbo

[1]41)-maq-d� tuym� 6葛tep:ym蔕k yumdaru iki t�l� y��l�.r�-艙�g�1�

42)ol:

「遍 計 の 所 起 色 故,遍 計 所 起 色 と 名 付 け る.ま た 通 じ て 二 種 の 釈 に よ つ て 釈 す

べ き で あ る.」

漢 文:遍 計 之 所 起 色 名 遍 計 所 起 色 亦 通 兩 釋(p.342a 11.15-16)

齒uatqanda6i-qa atqaγbo[1]―maq―dfn Ulγmi蓉6り 「全 て 縁 ず る も の(=対 象 へ 向

か う も の)へ の 所 縁(=対 象)と な る こ と か ら 生 じ た 色 」ﾘ「 遍 計 所 起 色 」.36)

で は こ のatqaγ に 対 し てatqanγuが 立 つ が,何 れ も 「対 象 亅 を あ ら わ す.ま た,

bo[1]-maq-d� tuym�「 な る こ と か ら 生 じた 」に 対 し て36)で はbolmaq�-aki「 な

る こ と に お け る 」 が 立 つ.Tattv縒th繧ﾅ はatqamyuに は 「境 」 が, atqaγ に は 「縁 」

「所 縁 」が 対 応 す る:ol umamaqiniりu傾nda atqanγah ardmi鮪dki atqanγu4a御 「由

彼 不 能 縁 過 去 境 」(II p.223 a);aqiγsiz Us葩n uγu蓉n叨atqaγ 一f alm紘 「非 無 漏 上 縁 」,

anin qa瑣atqaγ ―iniηbolur諭 γi kkidigi「 故 謂 所 縁 有 淨 不 淨 亅(H p.222a).

 ym蔕k yumdaru iki t�l� y��l舐�―艙�g�1� ol「 ま た 通 じ て 二 種 の 釈 に よ

っ て 釈 す べ き で あ る 」 と は39)turya-luq qayu arsar 6g ol oq「 所 起 は す な わ ち 色

で あ る 」(持 業 釈)と40)alqu atqanda乙i-niηturya-luq 6η 「遍 計 の 所 起 色 」(依 士

釈)を い う.

42)^-44)

 diyan舐ksinm臾-intin tuYmi§6g tep temis舐s舐:diyan b��1舂臾i t�[iγ]43)-siz

��at�olm� ol舐ksinm臾 tep:tU蓉ant�t� tuγmi導―qa at�ol 44)-m� ol ant�t�

tuγγuluq tep:tuγ γu―luq qayu arsar 6ηym與l[oq�� at�olm� ol tuγγuluq的tep

.7

「定 自 在 所 生 色 と い っ た が,定 通 が 無 擁 故,自 在 と 名 付 け た.果 は 彼 よ り起 こ

っ た の で そ の 名 は 彼 か ら の 所 生 と名 付 け た.所 生 は 即 ち 色 故,所 生 色 と 名 付 け

た.」

漢 文:自 在所 生色者定 通無擁名 爲 自在果從彼 起名彼所 生所生 即色名所 生色

(p.342a 11.16-18)

 diyan蚌ksinm臾―intin tuγmiヨ6U r定 自在 か ら生 じた 色 」ﾘ「 定 自在 所 生色 」(禅

定 にお い て 自在 に変 化 し,現 れ 生 じる もの をい う 中村p.858a).漢 文 は 「自

在 所生 色 亅.diyan<Skt. dhy縅a「 定1. b��1舂臾は 「通 」(自 在 の 能 力)を 表
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す:C(脚 γyalinliγkU6iniηqut㎞sU鍾be㎜akiniO ridi b6gUIamakinig uγ順nda a㎜ 翫

「不 由 威 力 與 願 神 通 」(Tattvarth紵I p .254a). t�[iγ]-siz「 障 害 の 無 い,遮 る も

の の 無 い 」=「 無 擁i」.

1.2 ウ イ グ ル 語 ・漢 語 対 照 語 彙

adril-「 殊 」15

al�� t臠inm臾「 領 受 」22,23

alqu atqandac�u 遍 計 」39-40

alqu atqandac�.qa atgay bolmag―din taγmi鮪0「 遍 計 所 起 色 」40―41

alqu atqandac�¥qa atq鋤 γu bolmaq髄z-ald 60「 遍 計 所 起 色 」36

atqanγu  「境 」 37

az-utmaqliγy6r曲g「 小 義 」1

蝕0一 欲 「自 在 」43

ﾘ  「極 」 2,5,8,13,16,17,20

ﾘk舐ig「 極 迥 」8

舐t臾舅g�t「 極 迥 色 」5,14,17

ﾘqav�a「 極 略 」(総 の 義 の 極 略)2―3

舐淸g�iq「 極 略 」(小 の 義 の 極 略)2

ﾘqurur「 極 空 」16

舐t艙aruq「 極 明 」13

舸rilmak t舖gilm臾「 転 」33

艙m舅-「 恐 」17

b�1�ﾘ�t「 折 」(分 析)llsee note 10―14

b血t-「 成 」5

caxsapt「 戒 」28,30,34

diyan 「定 」 28,34

diyan疵ksinm臾―in廿n即ni蓉60「 定 自 在 所 生 色 」42, note 42-44

diyan b��1舂臾i「 定 通 」42

eyin yazas�u 随 応 」9

ikintik臚yin yetr�― 「相 従 」35

isl舖― 「邀 期 」30

k舅g「 迥 」5,6,7,8,12,14,17,19,20

k舅g�t「 迥 色 」6,12,14,19

keor並1-b臈�� 「寛 広 」12

k�gal�「 虚 空 」14,16,17―18,19

k�gal� tegli bir�t t�―lag 6η 『空 一 顕 色j l4-15

k�gal� uyus一�rt「 空 色 」(空 界 色)16,19, note l4-18

k60並l biligi「 意 識 」37

一253一



niO samaz「 依 士 釈 」(格 限 定 合 成 語Skt. tatpurusa)3

0dγuraq「 定 」(定 ん で)33,34

0㎜ 「処 」6,12

0q samaz「 持 業 釈 」(同 格 限 定 合 成 語Skt. karmadh繆aaya)3,5

6η 「色 」1,2,4,5,6etc.

6ηo㎜ 「色 処 」6

60t6z「 色 性 」18

ﾖ1〕i�r�1- 「離 」 7

6ta■ig 「i教」 22

pratimoksasan(va)r r男1亅解 脱 ・悪 戒 」(Skt. pr縟imoksa「 別 解 脱 」+Skt. asamvara「 悪 戒 」)32,

        note 32-34

gatil- 「濫 」 18

q�-qar卵an-「 方 便 」29

S瓷CI畛〈Skt. sam縱a「 語 釈 」3,5

samast「 略 」(〈Skt. S穰ll經tcl)1

tart�ilmaq 「弓1」 23

tayaq「 依 」13

t臠inm臾「 受 」21,24,25 etc.

楯ginmak冠n ta坩 五1γu-luq「 受 所 引 」24

悟gimnak磁n ta蛇姫 ㎞i鮪 η 「受 所 引 色 」21,32,35～ 捻gi㎜akイin ta舵itilγu-luq的26-27

temin「 方 」(ま さ に)7

tidfγ  「礙i」 7

t��―SIZ「 無 擁i」42―43

t6z「 性 」18,30,37

tuγyuluq 60「 所 生 色 」44

turyu-luq 6η 「所 起 色 」39,40

鯔 「果 」43

uyus oxsat�「 類 亅15

uq�-「 顕 」7「 表 」32

yaruq qa職gγu「 明 暗 」10-ll

yeg 「勝 」 5,10

yinc�―isf�-「 計 度 」37

yol「 道 」28,35

y6r- 「釈 」 3,41

y�iig「 釈J l,4,9,10,21,28,41

yumdaru「 総 」12,31「 通 」41

yumdaru-qf at 「通 名 」 4,9―10
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2.ウ イ グル文字音写 され た漢文 「礼懺文」

 ロシア所蔵 のウイ グル文字音写漢文 の研 究は,以 前 に本 誌第14号 と 『西南

アジア研 究』第46号 に発表 した11.そ の内容は 『真 実名経 』『四分律比 丘戒本』

『黄昏礼懺 』で,い わゆ る 「ウイ グル漢字音」 を使 用 して書かれ た もので ある

ことがわかった.そ の後 さらに3点 の ウイグル文字漢文を ロシア所蔵品 中に見

つ けたのでそれ について考察 してみ たい。内容 はいず れ も 「礼懺 文」 で,『 真

実名経』 な どと同 じく元朝時代 に書かれた と考 え られ るiz.し か し対応す る漢

文が発見で きないので,全 体を漢字列に復元す るこ とはできない.こ こで はウ

イ グル文字の転写テキス トの提出 と同定できた漢 字音 の分析 を試みたい.

2.1 テ キ ス ト① ② ③

 テ キ ス ト①(SI Kr.IV276)と ②(SI Kr.Il25)は 内容 の 重複 す る断 片 で あ る.

さ らにベ ル リン所 蔵 の 類 似 の 「礼懺 文」(U5335)中 に も① ② と重 な る部 分 が あ

る ので,そ れ を③ と して掲 げ た13.三 者 の 関係 は 大 凡以 下 に 図示 す る ご と くで

あ る,

OO#(1°)

0

0

(5')

#(i>

(9')#

(s)

#(s>

(lo)#

(IS>#

2.1.1 テ キ ス ト①

文 献 番 号SI Kr.IV 276;サ イ ズ 縦22cm横27cm.

こ の 断 片 はa(1～7)と,b(1'～9,)で は 文 字 の 大 き さ が 異 な る し,内 容 も た

ぶ ん違 って い る.後 半 に は ウイ グル 文 字 漢文 に 混 じっ て ウイ グル 文 もあ らわれ

る.

a)

(1)[ ]WY'y[                      ]

(2)[ ]d gYt[ 1

(3)[]ySwqlqyly[  ]yIwS[ ]

―℃f庄 垣 内[1995][1997] .

IS漢 文 『真実名 経』 自体が元 朝時代 に漢訳 され た,ま た,後 に も述べ るよ うにこれ らの漢 字音 には中世

漢語音 が混入 してい る.

13ベル リン所 蔵 のU5335は ウイ グル 文混 じりのi冊 子 で
,現 在GKara氏 と共 同研究 中であ る.
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(4)[   ]y'mg[  ]tynks'mp'glw[ ]

         等 三 百(?)

(5)口syw cw ly ky t[  ]kwr tyn sy cw slv yyw

          月 天 子(?)

(6)[t]ynk;y syp v'r sw[q  ]yk swq tynk syr ly

 等 二 十 八 宿(?)

(7)cwnk(?)qycynk(?)[ ]yyn[]ky sym qw my

心 光 明(?)

b)

(1,)[]IT:yw vy qwnkldyk〈q>wy Syv q-l pw ky p[ ]kdy[]

   有?為 功 徳  廻   果

(2')[]"tmys gwtlmys twyz-wn lr qwdlwq lr t'nsym pws'r Sy

atam� qutalm� t��.1舐 qutluγ―1ar 心 菩 薩 是

称 し た 幸 運 の 善 人 幸 も て る も の

(3')[]yk vr syky ywsyn[ty]kyiikw[ ]tykyflkw pww vy gwnk'dyk gwy

   仏 有 身   無?為 功 徳 廻

(4')[syv q-'                  ]cwyym s'vcw ywsym

   果             荘 厳   有 心

(5')[ ]nyyw cy sy syn qwnkdyk[cw]yym:pww vy qwnkdyk qwy

   又 持 精 進 功 徳  莊 厳 無?為 功 徳 廻

(6,)[syv]q-1::ldy[ ]y ty'yr ty sy t[y]slm ty sy ty qww ty lwq t'ycy

   果 第 一 第 二 第 三 第 四 第 五 第 六 乃 至

(7')[tyv swq y]w cy sy syn qwnkdyk cwyym:pww vy qwnkdyk qwy syv q-'

    又 持 精 進 功 徳 莊 厳 無?為 功 徳 廻

(8')[]ym"wnydylyp g'lmys wrwq twqmys t'pyqcy'wdwqcy q'dky

ym� un��1� qalmi§uruq tuγmi菖tapiγ6i uduγ6i-qadagi

ま た 忘 れ ら れ て し ま っ た 種 を 生 ん だ 供 養 者 に ま で

(9')[]ym'q'lm'dyn cww pys"z-wn

 ym臠almad� cww bis azun

 ま た 留 ま ら ず 諸 五 趣

果

2 1,2 テ キス ト②

文献 番 号SI Kr.1125;サ イ ズ 縦20.5cm横12.5cm.

内容 は① と部 分 的 に重 複 し,や は り ウイ グル 語 が あ らわ れ る.
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1)qwy sy wy[ql::  ty曾]yr ty sy ty slm:

 廻 施 未 果  第 一 第 二 第 三

2)ty sy ty lw[qw ty]lwq:ty syrtly cy

第 四 第 五 第 六 第 七 乃 至

3)tyv swq yw c[y]sy syn gwnk tyk cw yym

    又 持 精 進 功 徳 荘 厳

4)yw vw qwnk tyk qwy sy wy ql::::

有?為 功 徳 廻 施 未 果

5)cw pys'swn sw cy yyv tyrs"k'tiyc'

cw bis vazun上 至 天 阿迦 尼唾

諸 五 趣

6)ty血[q】 曾d■[P】y lw q'n ty[kwq]. vlp q,y

 天 下 者 阿 鼻 無 間 地 獄 法 界

7)cwnk[s】 一'vy ly gw c'°wykwn【q量y]ly qw.

 衆 生 未 離 苦 者 願 皆 離 苦

8)wyt【ykl'q】C°(書wykwn qlytykl'軽 ■w[y qlyt']rc'.

 未 得 楽 者 願 皆 得 楽 未 解 脱 者

°wykwn s'v q'y t'r
. wy sy vyrc°.)kwn s°v 5y[vyr].1'y sy

 願  早 解 脱 未 成 仏 者 願 早 成 仏 来 世

9)['yn       q']m tynk qwq t'[v   t]wnk cy

 因       等 覚 道

10)[   p's'q]cw yym'yr s[y sy]vyr

    波 若 荘 厳 一 切 成 仏

 漢文 「礼懺 文」中に② の6行 目か ら10行 目に対応す る文 を見つ けたので以

下に掲げ る:

「弟子某 甲等合道場 人惟願 善男子善女史帰依三宝受戒懺 悔所修功徳廻施一切衆

生未離苦者願 皆離苦未 得楽者願皆得楽未発 心者願 早発 心未 断悪者願早断悪未修

善者早遇 善縁未解脱者願 皆解脱未成仏者願成菩提 ―・・」(『敦煌 宝蔵』Vol.llO,

p.64,北8354号 「懺文」)

「弟子某 甲等合道場人 向来所有啓請功徳受戒功徳懺 悔功徳並将廻施法界衆生未

離苦者願 令離苦未 得楽者願 皆得楽未発菩提心者願 早発 心未成仏者願早成仏 ・・

―ま(『敦煌宝蔵』Vo1 .110, p.69,北8357号 「懺文 」)
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2.1.3 テ キ ス ト③

 以 下 は ベ ル リ ン 所 蔵 の 冊 子 本(文 献 番 号U5335)の16頁 か ら 抜 粋 し た.

8)cww'wp'syk'ww p'yy Sww cy'k'�nkc'dyn

 諸 優 婆 塞 優 婆 夷  上 至 阿 迦 尼 ロモ天

9)■py tykwq wy ly qww c1:wy tyk llq cl:

阿 鼻 地 獄 未 離 苦 者 未 得 楽 者

10)'wykwn q'y ly qww:wy q'y d'r c':'wykwn q'y

  願 皆 離 苦 未 解 脱 者 願 皆

11)tyk l'q:wy Sy vyr c':'wykwn s'v sy vyr

 得 楽 未 成 仏 者 願 早 成 仏

12)s'mq'y lwq t'v:sy s-"wgw sw:1'y synk

 三 界 六 道 四 生 五 趣 來 世

13)'y�:q'mtwnk qwq t'v:twnk sym pwq

 因   等 覚 道

14)c'yp's'qcwyym'yr sy sy yyr::'yr synk

  波 若 荘 厳 一 切 成 仏 一 切

15)pww swnk::m'q'p「s―l p'1'pyr三

普 誦  摩訶波若波羅 蜜

9行 目か ら11行 目まで は2.1.2に 掲 げ た漢 文 と対応 す る.

2.2 テ キ ス ト④

 SI 2Kr.45の 表 面(45a)の ウイ グル 文 の転 写 と翻訳 はRadloff([1928]No,99,

pp.172-175)に 掲 載 され た.そ の内宥 は 『天 地 八 陽神 呪経 』 で あ る.一 方 そ の裏

面(45b)ウ イ グル 文 の 転 写 と翻 訳 も同書(No.100, pp.175-177)で 提 出 され た.と

こ ろで,こ の裏 面 に はRadloffの ウイ グル 文 テ キス ト(No。100)に 先 行 して}実

際 には7行 の ウイ グル 文 字音 写漢 文 が存 在 す る.そ の 内容 は 「礼 懺 文 」で,「 無

常偈 」 「処 世 界 梵 」 を含 ん でお り,ウ イ グル 文 字 音 写 との対 応 が 可 能 で あ る.

SI 2Kr.45

1)1,sym cw qw'w§w:sy S. vyr v,p Sl vyr vr ly sykpyr pyllq

 心 諸 行 無 常 是 生 滅 法 生 滅 滅 已 寂 滅 為 楽 (無 常 偈)

2)swl'y cynk tyrv'n py t'n'w S'sy S'qtyn[k cy sym]

 如 来 証 涅 槃 永 断 於 生 死 若 能 至 心

3)tym Sw ty'w lw l'q Sy t[]m[]m g'tynk yw cwyk5'

念 常得 無量 楽      (如来涅槃偈)
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4)q'ykynk sw vyrt'

5)swy「ky py[        ]pySy qly sw qw qwnk

             世 界 如 虚 空

6)Sw lyng'pwc'q sw sym sy sy cw kysyw'w wn

 如 蓮 華 不 著 水 心 清 浄 超 稽 首

7)'ytky(?)vr cyrc'r pwky cwyym y[]ym v'w g'y cwyks'

          荘厳

8)lww q'twr

(処世 界梵)

漢文:

「諸行無常是生滅法生滅滅已寂滅為楽如来証涅槃永断於生死若能至心聴」(無

常偈)

「処世界如虚空如蓮華不著水心清浄超於彼稽首礼無上尊」(処世界梵)

Cf『 仏 説 七 階礼 佛 名 経 』(『敦 煌 宝蔵 』Vol,109, p584北8302号)

2。3 使用漢字音の特徴

 上記4テ キス トに用い られた漢語音の体系は,や は りウイグル 文字音写漢文

をもとに以前提 出 した体系 と基本的 には一致 してい る.す なわち 「ウイグル漢

字音」 を用 いて書かれている14.そ の主な特徴 を掲 げてみれ ば次 の ごとくであ

る:

a)声 調 が 弁別 され て い ない.

b)中 古 漢 語 音 のts,竃, dz, s, zは 全 て/s/で 表 され る.

c)中 古漢 語 音 のts, t�,<t�,も 起,¢は全 て/C/で 表 され る.

d)中 古漢 語 音 の 唇 軟 口蓋 音 は脱 唇音化 す る.

e)中 古漢 語 音 のk,k, gは3・4等 韻 母 と結 合 してk,そ の他 で はqで

表 され る.

f)中 古 漢語 音 のm,nは 脱鼻 音 化す る.た だ し,鼻 音 韻 尾 を伴 う場 合

には脱鼻音化 しない もの もある.

g)中 古漢語の韻尾の非鼻音閉鎖音は脱 落 していない.

h)宕 摂 と梗摂 の韻尾 ηは脱落す る.

"Cf
.庄 垣 内[1995][1996].以 下 これ らの研究か らの引用 には各 文献に与 え られ た符号A～Lと 行 番号 を

もって 引用箇所 を示す
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こ こ で 扱 っ た テ キ ス ト も こ の 特 徴 を よ く 保 持 し て い る15:

a)皆<k緤>平 声/qai/② ③ ～ 界 〈k�,i>去 声/qai/② ③ ④;b)早 〈ts穹>/sau/② ③ ～ 七

〈tsi騁>/sir/② ～ 浄<dzlε0>/se/④;c)荘 〈t$i的 〉/CO/① ② ③ ④ ～ 者<t輅a>/謝 ② ③ ～

ロモ〈ta>/ca/② ③ ～ 超 〈叢iεu>/cu/④ ～ 著<〔韜k>④/6aγ/;d)果 〈ku竅r/qa/① ②;e)解

<ka'i>/qai/② ～ 迦 〈kla>/ka/② ③;f)滅 〈miεt>/ber/～/ver/④ ～ 乃 〈n餌〉/dai/① ②;

g)十 く蜘p>/sib/① ～ 八 〈p縟>/far,/① ～ 得 〈t3k>/t》 ② ③ ～ 覚 〈kok>/q(綱 ③;h)光

〈ku鋤 〉/qo/① ～ 量 〈li鈎 〉/lo/④～ 生 〈Saη〉/sa/②～ 精 〈tsiε0>/se/① ② ～ 成 〈環i明〉/se/② ③

ただ,テ キス ト②③ の漢字 厂五」 と 「願」,③ の 『世 」 と 「切」の表記 に特殊

な形式がみ られる:

「五 」<oo>

「願 」<91U巳n>

「世 」 〈qiεi>

「切 」<<..tsiei>

 普 通 形

qww/γuu/(①6り

kwn/gun/(08)

sy～Sy/S1/(②8●s)

sy/si/(010)

特 殊 形

lwqw(③12)

'wykwn(07s
,3010,11)

synk伀O 12)

synk(●14)

これ らの特殊形 は2種 に分類 できる。「世」 「切」 は③に しか現れ ない.し かも

③ にお いて も14行 目には 「切」をsyで 表記 した例 がみ られ る.「 世」 も③ の

別 の箇所 ではsyが 現れ る:

sy q'y cy twy(p.19L1)  kyrsw s'm 5y q'�:cysym(p.221.1)

世 界 之 内      吉 祥 三 世 間 至 心

 「世 」 「切 」 のsynkは いず れ も行 末 に位 置 して い る の で埋 め草 を兼 ね た形 式

と判 断 した い.synkは/V1・S1/(世)あ るい は/Si/(切)と 読 ま れ た可 能 性が大 きい.

 一 方 「五 」 「願 亅 の 特殊 形 を ―w-qw, Iwy―kwnと 分 節 す れ ば後 部 要 素 は普 通形

と同一 とみ なす こ とが で きる.IW-とlwy一 が 何 を意 味 す る のか は判 然 と しない.

た だ この 断 片 が 書 かれ た時 代 の 中 世漢 語 音 で は疑 母 η一は な くな るの で,'w一 が

当時 の 「五 」16を 表 した 可能性 は あ る,「 願 」 の 前部 要 素'wy― は 当時 の 厂願 」

の音 とは一 致 しない17.面 白い こ とに これ らの 特殊 形 は今 の と ころ 「礼懺 文J

に のみ 現 れ,ベ ル リン所 蔵の 断片 で あ る③ と も共通 して い る.実 は③ に は これ

らの特 殊 形 がか な りの数 み られ る:

IS〈〉内 に は 中 古漢 語 音 を//内 に は 再構 形 を 入 れ た
,

16「五 」 は 『中原 音 韻 』 で は 影 母 魚模 摂 に 所 属 し
,'u音 を もっ て い た.

17「願 」 は 『中原 音 韻 』 で は 影 母 先天 摂 に 所 属 し
,'iuεn音 を も っ て い た.
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qwq'n'ykw(p.91.12) 'wqw t'v(p.91.16) 'wqw qwq vwnk yynk w'n sy'Cll cj(p.161.1)

五 官 王   五 道  五 穀 豊 盈 万 性 安 楽

lwqw tly s'n(P
―221.2) 'wqw v.4:lyk sy(p.271.11)―wqw q―y kyv(p.281.6)

五 台 山  五 百 力 士  五 更 暁

wy vyr 9.y wy wyr 'wykvvri qww-l wy cwnks― 阯swwr(P 141.3)

為 仏 開 微 密 願  広 為 衆 生 説

sy syp v'r'wykwn"pyd'(p.171.6)

四 十 八 願  阿 弥 陀

上 掲 例 の 最 初 に み ら れ る 「王 」 を あ ら わ すlykwも 特 殊 形 で あ る.こ の 形 式 も

し ば し ば 現 れ る:

yyml',ykw(p.91.13) cwn Iwn'ynkes(p.91.16)p'r t'1i t'lwnk璽ynkw(p.141.14)

閻 羅 王  転 輪 王   跋 難 陀 龍 王

synk cww tyn°ynkw(p.i4 t.12) wy tyn Iwnk'ynkw v'r wy cy syn'ynkw(p.1911.9-10)

増 長 天 王   為 天 龍 王 八 為 主 人 王

 「王 」 〈Hiuao>はww/wo/(E5)が ウイ グル 漢 字 音 と して は 正 常 な形 式 で あ る

が,中 世漢 語 音 のwnk/oη/(L20,22)も み られ る.

 礼懺 文には 「五」「願」『王」は しば しば出現す る.そ れ らを表す普通形qWW～qw,

kwn, ww～wnkが 単純 な形式 をもつ ので他の漢字音 と混同す る恐れはある。

その混同を避 けて この よ うな特殊 な形式 を与えたのかも しれ ない.た だ特殊形

は音節数 を増やす ので,実 際の読みは普通形に依 った可能性 が大 きい.

2.4 再構漢字音の リス ト

 漢 字 音 の再 構 は庄 垣 内[ig95]の 手続 き に依 った.

果 ・仮摂

1'/la/:羅 〈1竅r③15        cf.来 ～訶

11/a/:阿 〈a〉②s
,603s,9     c£安 〈'an>/'an/9'n B2～ 訶

q。/xa/:訶<,.xa>③15        cf.訶/xa/q'L18

p'/pa/:波<pua>③14,15      c£普 ～摩

P'/pa/:婆 〈bu竅r③8       c£ 普～摩
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ml/ma/:摩 〈 Amua>③1518

q一ワqa/:果<kua>①1',4',6',7',②4

k'/k田 厂:迦 〈k1含〉②5,③8

d/ca/:ロ モ〈ta>②5,③8

q1/xa/:華 〈xua>④6

d/酬:者 〈teia>②6,7,8,③9, iO,11

cf.摩/ma/m'L18

c£ 果/qa/q―C12

cf.迦/ka/k'A17

cf.知 〈ti6>/C1/cy A4,B4,9,C16～

    下<γa>/xa/ql Ll3,14

cf.華/%a/ql C 12～ 花q―Lg

cf.者/c�,/c'A3,9,16,19

遇摂

pww/puu/:普 〈Pb>③15      c£ 普/puu/pww K6,7

pw/pu/:菩 〈bo>①2'       cf.菩/pu/pw K4

qw/qu/:苦 〈ko>②7～qww/quu/③9,10 cf.苦/qu/qw L33

qww/弼:五<ηo>①6'～,wqw/uγu/五 ②2,③12 cf.五/yu/qw L30

cww/cuu/:諸<t輅o>①9',③1～cw/CU/②5,④l c£ 諸/CU/ cw A8,13,15,G1,5

                       L18 19   /cuu/cww L22,31,36,40,41

sw伽/:如 〈蜘o>④2,5～Sw●6  c£ 如ru/sw A2,26,Dr3,G45w A6,7, H4

qw/四/:虚 〈矩o>④5  cf.向 〈漁g>/xo/kw A4,6,16,C4～ 語<η10>/gu/kw G4

1w/'o/:於 ぐ10>④2        c£ 於/'u/伽wA5
,6,7,15,B2,4,6,C6,E2,3

,w/Ou/:無 〈聊u>②6
,④1,3～pww/buu/①3',5―,71'9 cf.無/'u/1w A3,8,15,27,K6

                      /uu/ww K4,7,L5,8,16/wuu/www L35

sw/su/:趣 〈.tsiu>③12       c£ 趣/su/sw Al8

蟹 摂

t'y/dai/:乃 〈 A,na1〉①61,②2

1'y/lai/:来 〈㈲ 〉②8,③12,④2

qwy/xoi/:廻 〈  A●γu釦 〉①1',3',5',7',②1,4

qly/qai/:解 〈kai〉 ②8

q量y/qai/:界 〈k緤>②6,③10,12,④5

qly/qai/:皆<k緤>②8,③10

sy/si/:

ty/ti/:第<diei>①6'②1,2

sy/si/:切 〈..t5 iei>②10～synk③14

cf.内 〈nua1〉 ―dwy A 18,27,B6～ 来 〈晦i>

c£ 来/lai/1.y A5,6,16

cf.横 〈γuaη 〉/xo/qw Al7

    ～1悔 〈Xμa圭〉/)Coi/qwy L34,37,39

cf.解/qai/q「y A8,B5,Jl,2 亟ly Al5,Bll

cf.界/qai/9'y Al,18 q奮y K3,6,L34

cf.皆/qai/q'y AS,L33

世<輅ei>②8～Sy④5～synk O 12 cf.世/SI/sy Al4,18,19,K8

c£ 第/ti/ty C2 dy A3

cf.切/si/sy A8,L41 /tsi/tsy Kl,4,6,7,10

18m'/ma/=摩 〈mu竅r の声 母 は脱 鼻 音化 して い ない .こ れ はSk ―mah繧� 音 写 した 「摩 訶 」 の 要 素 で 、 L18

で も同 じ く 「摩 訶 」 に 現 れ る ―/maza/は 固 定 され た 形 式 と考 え られ る.

19無 〈
卿u〉の 微 母 に/b/を 当 て るの は例 外 とい え る:c£ 万 く聊毘n>/ban/庄 垣 内[1987]p.28―
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ky/ki/:稽 〈kiei>④6 c£ 堅<kien>/ken/kyn B8,14～ 第 〈diei>

止 摂

lwy/'ui/:未 〈嘩u 3i>②8 ～wy/ui/②1
,4,8 Q39,10,11～vy②7

cf.未/vi/vy A14,Ll5

cy/CI/:持 く(竰i>①5',7'

sy/Si/:子<tsi 2i>→(ts�2i)zo Ol s

,y/◎i/:已<yi尋i>④1

1y/li/:離 〈li驕r②7③9,10

sy/S1/:施<・y輙e>②1,4

sy/S1/:是 〈與i 6>①2',～Sy/S1/④1

cf.持/C1/cy A1,2,B7,9,14,Dv7,G6,K2

c£ 子sy/si/L22

cf.巳/'i/'yL39,43/yi/yyA16

cfl離/li/ly Al5

cf.施/si/Sy B7,14,L7 sy J9

cf.是/S1/sy A16,B2,3, K7,9

syA9,26,B4,G1,5

vy/vi/:為 〈Tvu驕r ①r,3'5',7,②4～py/bi/④lcf.爲/vi/vy A8,15,22,B7,L20

                          /wi/wy KS

py/pi/:鼻 〈bi駟>②6,③9

ty/ti/:地 くdi駟>②6,③9

�/ni/:尼 く漉i>②5,③821

cy/C1/:至 〈t輅駟>①6,,②2,5,③8

cf.毘/pi/py G2,3

cf.地/廿/ty E2,G4,H4-dy B20,G4

cf.尼/ni/ny G2,3,H2,K14

c£ 至/C1/cyL35,39,40,43

sy/S1/:四 〈S1�1>→(s�i)①6',②2,③12 cf.四/s�/sy AI8

sy/si/:死<・v・siel>→(..v・siel)④2

sy/zi/:二 くn脱i>①6～sy①61,②1

sw/3U/:水 〈 ・V・輅uei>④6

yy/yi/:夷<yi芭i>③8

cfl四 〈 ・V・si ei>

cfl二 /V・Z1/Sy]L l 7 sy L20

c£ 捨 〈輅a>/s�/5'A15～ 遺<・v・yiuei>

       /yu/yw B22,E4

cf以 〈yi2i〉/yi/yy Al6,B 8,Dv7

効 摂

t'v/tav/:道 〈d穹>③12,13

s'v/sau/:早 〈ts穹>②8,③11

cw/CU/:超 く耽u>④6

c£ 道/tav/t'v L31,38,39,40

c£ 進 ～ 草<ts穹>/sau/s'w G4,H4

c£ 超/ceu/cyw A1

流 摂

syw/SIU/:首<輅 au>④6 cf.手 くqi 3u>/SIU/syw A2,4,c4

zo矢 印 の 右 辺 は 『中原 音 韻 』 の 形 式 で あ る
.

21尼 〈Ai駟>の娘 母 は 常 に脱 鼻 音 化 しな い;cf
.庄 垣 内[1995]pp.97―98.
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pw/pu/:不 〈fi3祕P13u>④6

1w/W:優 〈'13u>③8 ～'ww/uu/③8

yw/yw:有<fii au>①ll,3',4―,②4

c£ 不/puu/pww L35,39/fu/vw A8,B23,E5,G3,5

yyw/yiu/:又 〈B13u>①51～yw②3

cf.憂 〈'13u>/yiu/K15,L5

cf.有/yu/yw A3,9,B11,Drl,E4

    /yiu/yyw A4,B13,L34,37

c£ 有 くfii 2u>

咸 摂

s'm/sam/:三 〈sa皿 〉①4,6',②1,③12 c£ 三/sam/s'm

                        A1,18,19B,3,K1,11,L11,36,38,39

v'p/fab/:法 〈且u2p>②6,④1    cf.法/fab/v量p J2,5,K2,10, l l,L 1,34,41

yym/yem/:厳<01gm>①4',51,71,②3,10,③14,④8   cf嚴/yem/yym K2

tym/dem/:念 〈niem>④3      cf.念/dem/tym H12 dym A6

深 摂

sym/sim/:心 〈si am>①7,2―,4㌧ ④6

SYP/sib/:十 く蜘P>①6

B20,21,L15,17,20

cf― 心/sim/sym A8,9,i5,L35,39,40,43

c£ 十  /sib/ Syp B 19,22E3  syp

山摂

qln/qan/:間 〈k縅>②6       cf.間/qan/q'nA24KS q'nA14

v'r/fax/:八 〈Pゑt>①6       c£ 八/far/v'r L20,33

s'r/sar/:薩 〈s穰>①21       c£ 薩/sar/s'r Ll8,K4

v彈n/fan/:槃 〈bu穗>④222      c£ 便 〈biεn>/pen/pyn B911～

                   満<muar>/man/m'n K3,12,L2,26

t'n/tan/:断 〈tuan>④2       c£ 端 〈tu蝕 〉/tan/t'n A6

t'r/tar/:脱 〈du穰>②8～d'rOio cf.達 〈d穰>/tar,/t鹽rA9～ 端 〈tuan>/tan/t'nA6

kwn/gun/:願 〈nlugn>②8～,wykwn/uigun/?②7,8,③10,11 cf願/gun/kwn A7,B9

                               /guun/kwwn K3

kwr/gur/:月 〈卿gt>①5      c£ 月/gur/㎞Gl,Hl

pyr/ber/～vyr/ver./～v(y)r:滅 〈miεt>④1 cf.滅/ber/pyr Gl 2

tyn/ten/:天<tien>①5～ty血 ②5,6～dyn O 8  c£ 天/ten/tyn L20

1yn/len/:蓮 〈lien>④6       c£ 蓮/len/lynﾁ2,Cl

tyr/der/:涅<niet>④2       cf.悩 〈nau>/dav/t'v L37～ 蓮 〈lien>

～ 別 〈P1εt>/per/pyr Al5

::槃 くb血 〉並 母 に はfplが 対 応 す る が
、 八 くp縟>と 同 じ く/σが 対 応 して い る 。 こ こ で は 「涅槃 」 の後 部 要 素

を表 す の で 、Skt―nirvﾘの ウイ グル語 形nuvanの ―vanと 混 成 した 可 能性 も あ る。
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臻 摂

vyr/fi r/:仏 〈VIU$t>②8,10,③ll～vr①31 cf.佛/fir,/vyr Al3,L4,5,6 vr K4,7, i 2

'yti/・in/:因 く・・vien>③13

syn/sin/:進<tsi駭>①5―,7'②3

syn/sin/:身<qi 6n>①3'

pyr/bir/:蜜 〈mi騁>③15

syr/sir./:七 〈ビi6t>②2

璽yr/・ir/:一<・i騁>①6'
,②1,10,E 14

cf.因/・in/1yn Dv2

c£ 進/sin/syn B8

cf.身/sin/syn A16,20,B2,Kl2,L37 syn C7 Dv7

cf.密<mi騁>/bir/pyr Al,13,16,19,B 15,17,F 15

c£ 七/sir/syr Gl

cf.一 一/・ir/'yrA8,L41 'y K1,4,67

宕 摂

1'q/laγ/:楽<1�1c>②8～llq③9,11,④1,3 c£ 樂/laγ/1'qAs B2 1'q L30,4i

qw/qo/:光 〈㎞aη 〉①7       c£ 光/qo/qw A4

cw/CO/:荘 〈tSiaO>①4',79,②3,10,③-A14,④8  rCI.諍〈t語9>/C1/cy Gi

～ 掌 〈tqia◎ 〉/CO/cw A6
,16,C8,Dr4

§w/SO/:常 く興i鈎 〉④13

1w/lo/:量 〈1i鈎 〉④3

§ww/SO/:上 〈環1ao〉③8～sw O s

c'q/cay/:著 〈(鯰k>④6

cf常/SO/5w L3238～/S1/'sy Ki,10

cf.量/lo/lw B 10,Dv8

cf.上/§o/swA2,4,C4 SwA8,Bi5

c£ 長 〈Φ 勧 〉/CO/cw A17～ 若 〈噸ak>

s'qr痒/:若 〈n興iak>③14～s-'③15～S量q●2 c£ 若 伽 γ/s'qCIS―qHl,L37,38,42

曾 摂

tynk/鞠/:等 〈t39>①4,6,②9～twnk③13 c£ 等 /Uり/ tynk C 19,K 18

tynk/diり/:能<n39>④2   cf.能/nig/Bl3～ 難 〈Anan>/dan/t'n L33 d'n K l l

tyk/tig/:得 〈tak>②8,③9     cf.得/廿9/dyk B 18

tyk/tig/:徳 〈t合k>②3,4,③11～dyk OI l',3,,51,71～ty/ti/④3 cf.徳/tig/tyk Gl,5,K l4

syk/sig/:塞<s3k>③8  尸    c£ 心<si am>～ 得<tak>

cynk/6iO/:証 〈tq吶 〉④2    cf.諸 〈tGio>～ 称 くtぜ璃 〉/6iη/cynk B 13,」4

梗 摂

s―'/sa/:生 〈sag>②7～S'④1,2

qw/㌶O/:行 〈γaη宕 摂 〉④l

P彈q/paγ/:百<pak>①4

my/me/:明<mlag>①7

py/be/:永 くHluao>④2

c£ 生/sa/s'L33,41

cf.行 〈γ明 梗 摂 〉/)σ/qy A5,C623

cf.百/paγ/p1q K13,L3,23

cf.明/me/my B3,17,K6,14,L8,13

cf.為 ～ 竟<klao>/ke/ky A27

E3「行 」は中古漢語 では宕摂 と梗 摂の2摂 に配 されてい る,
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sy/se/:精<tsiε0>①5',7',②3

sy/se/:清 〈ぢiε0>④6

sy/se/:浄 〈dzlεη〉④6

Sy/se/:成 〈翼i明〉②8,③li～syoll

syk/seg/:寂 〈dziek>④1

cf.精/se/syﾁ21,B8

cfl清/se/sy A18,19,B 19,21,E3

c£ 浄/se/sy Al8,21,Bl9,21,E3

c£ 成/se/sy Loo

cf.寂/seg/syk B 17

通 ・江摂

gwnk/quη/:功 〈㎞ η〉①i',3「,5',7',②3,4 c£ 功/quO/qwnk Jl

gwnk/quη/:空 〈kuη〉④5      c£ 苦 〈ko>～ 功 〈㎞o>

cwnk/こuり/:衆 〈tqiug>②7     c£ 衆/6ug/cwnk AS,Dr2,K 1,5,L 12,33

1wq/luy/:六 〈liuk>③12-1wq O 6'②2 c£ 六/luγ/lwq L26

swq/suγ/:宿<siuk>①6 c£ 塞 〈sek>～ 伏 〈viuk>/釦 γ/vwﾘA3,B I 3 vwq Al8

swnk/SUIj/:誦 〈zioη〉③15     c£ 誦/suO/swnk A20,K8

kwq/guγ/:獄<η10k>③9      cf.願 〈η1聰n>～ 続 〈ziok>/suγ/swq C20

9W9/qoγ/:覚 〈kDk>③13～Qwq②9  c£ 覺/q(ry/qwq AS qwq A9,14

3.『 天地 八陽神 呪経』 の漢字 「難字音注」 とウイグル文 「九悪業1

 SI 4bKr.14は ウイ グル 文10行 と漢 字 「漢 文 」5行 が 書 か れ て い る.そ の裏(本

来 の表 面)に は漢 字 漢 文20行 が あ る.そ の 内容 は 『大般 若 波 羅 蜜 多経 』巻 第

百 八十 九(大 正Vo1.5 p.1017�1.22―c 1.12)に 相 当す る,

 lo行 の ウイ グル文は 「九悪業」の内容をもつ.漢 字 「漢 文」は漢文偽経 『天

地 八陽神呪経』の漢字の読み方 を注記 した もので ある.

3.1「 難 字 音注 」 テ キ ス ト

 ウイグル で作 られ た 「難字音注jと しては これ まで,高 田[1985コ の 『慈悲道

場懺法』 とr法 華経』 の断片2葉 の研究が ある.前 者 は印刷 本断片,後 者 は写

本 断片で,い ずれ も整 った体裁 である.そ れ らに比べれ ばここで扱 うものはか

な り杜撰 な出来である.そ の5行 か らなる 「漢文」の内容 は 『天地人陽神呪経』

中の28個 の漢字 を抜き出 して,同 音 を直下にな らべた直音や声母韻母 を2漢

字で表現 した反切,さ らにウイグル文字音写を用いて漢字の音 を注 したもので

ある.『 慈悲道場懺法』『法華経』 も同 じよ うに直音 と反切 を使 用 してい るが,

ウイグル文字 は無い.漢 字の抽 出は原典漢文の凡そ3分 の2の 範囲 に及ぶが,12

個は数行 の漢文 中にま とまって現れ る.原 典漢 文 と対照す る と,こ の 「漢文」

の行 は縦 に右か ら左 に向けて書 かれたよ うにみ える.し か し右 端が一漢字 「葬」

とその同音 と注 され た 「蔵」のみが最上部 に掲 げ られてい るので,お そ らく原

典漢文 を左 か ら(終 わ りか ら)右 に逐って漢字 を抽 出 し,左 行か ら書き始めた

のであろ う.す なわち,「 蔵」が最後 に書 かれた漢字 と推定 され る.
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1)代 大

2)筋 斤

3)浩 好

4)諧 戒

5)葬 蔵

痛 病 穴古月 銅通 鎔禾谷 灌干

骨古忽 爛羅凡 血決 kwyr躁 syv 延言

幽'yw已 有 侵心 呼古 延因 胎大 卜木

焉言 災在 田天 並平 凶共 妨方

 ただ,正 確 に行 を逐 っているのではな く,し ば しば前後す る し,行 内におい

ても下か ら上に逐 った抽 出もみ られ る.い ま抽 出漢字 と,も との漢文にお ける

その位 置を大正蔵経の頁 と行数 に依って示 してみたいza:

大P.1425a,1.197

痛p,1425a,1.199

ヲ丙p.1425a,孟i58

穴P.1425a,1.185

銅p.1425a,1.187

鎔 p.1425a,1.186

灌p.1425a,1.188

筋 p.1425a,1.1810

骨p.1425a,1.1811

爛 p.1425a,1.1812

血p.1425a,Z.1512

躁 p―1425a,1.162

延p.1425a,1.85

浩P.1424c,1.125

幽pl424c,1.1216

侵p.1424b,1.84

呼p.�414a,孟232

延 p.1424a,1.21 14

渥台 p.1424a,1.2111

卜 P.1424a,1L1612

p皆 p.1424a,1.14 i 5

焉p.i424a,1.1411

災P―1423c,1.264

田p.1423c,1.262

並P.1423c,1.238

凶p.1423c,1.136

妨p.1423c,1.198

葬 p―1423(㍉1.66

「鎔 」 は 『大 正 』 で は 「融銅 灌 口」 の ご と く 「融 」 が現 れ るが,抽 出元 の漢 文

で は 「鎔 銅 灌 口」 とな っ てい た もの と考 え られ る.「 田」 は 『大 正 』 注 に掲 げ

られ た 「大 目本 続 蔵 経 」 版 に した が った.『 大 正 』本 文 で は 「内」 とな っ てい

る.「 延 」が 二 度 現れ るが,p.1424a,1.2114の 「延 」 とい うの は実 在 しな い.『 大

正 』 で は この 「延 」 の 位 置 に 「厭 」 が 入 っ てい る.「 延 」 に 前 後 す る 「呼 」 と

「胎 」 の 間 に 『大 正 』 で は 「胎 胞 相厭 」の ご と く 「厭 」 がみ られ る ので,そ れ

と誤 っ て類 似 音 の 「延 」 を書 い た もの とみ な した.以 下 に各 漢 字 音 につ いて 分

析 して み るが,そ の 結果 は 「ウイ グル 漢 字音 」 の体 系 を反 映 して い る。 なお,

ウイ グル 漢 字 音 の再構 に 関 して は庄 垣 内([1995]pplO6―lo7, pp.128―132)の 「中

za行数の後 に書 かれ た数 は各行 内での漢字の位 置 を示す,
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古漢語,ウ イ グル文字,ウ イグル 字音の関係 図」に基づいた.

3.2「 難 字音注 」の分析

A)声 母 ・韻母 ・声調に不同がない

筋 く見 欣 開3平 k1凄n>

骨 く見 没 合1 ku 3t>

斤 く見欣 開3平 ki an>

古 く見 姥合1上 ko> 忽 〈暁 没 合1 )(u2t>

「筋 ～斤 」 は 問題 な い.ウ イ グル 漢 字 音 で は3等 韻 と結 合 す る〈k>は/k/で,韻

母 〈ian>は/in/で 再構 され るの で,「 筋 」は/kin/と 再 構 で き る.「 骨 」の 声母 は 「古」

の<k>,韻 母 は 「忽 」 の 〈u2t>で表 され てい る.ウ イ グル 漢 字 音 で は1等 韻 と結

合 す る<k>は/q/が 立 ち,〈u2t>に は/ur/が 立 っ ので/qur/と 再 構 で き る.

Ba)声 母 が 不 同

妨 〈敷 陽 開3平 ド1aり〉

卜く幇屋 開1 puk>

銅 〈定 東 開1平 d明 〉

田〈定 先 開4平 dien>

侵 〈清侵 開4平  .tslam>

焉 〈影 元 開3平 ―垉n>

血 〈暁屑 合4 xiuet>

浩 〈匣 晧 開1上 γau>

方 く奉 陽 開3平 vian>

木 く明屋 開1 muk>

通 〈透 東 開1平 tuO>

天 〈透 先 開4平 tien>

心 く心侵 開4平 si 2m>

言 く疑元 開3平 り1凱〉

決 く見屑 合4 kiuet> kwyr

好 く暁晧 開1上  ,.xau>

 「妨 ～ 方 」 にお け る中 古漢語 音 〈ド〉と〈v>は ウイ グル漢 字 音 成 立 時 に は 統合 さ

れ てお り,ウ イ グル 漢 字 音 で は/f/が 対 応 す る.両 漢 字 とも 「ウイ グル 漢 字 音 」/fb/

が再 構 で き る.「 卜」 の〈p>が 「木 」 の〈m>に 対応 す るの は 後者 の脱 鼻 音 化 を反

映 してお り ウイ グル 漢 字 音 と一 致 す る25.ウ イ グル 漢 字 音 で は 〈p>に は〈ゴ〉と同

じ く ウイ グル 漢 字音/p/を,〈m>の 脱 鼻 音 化 音 には/b/を 再構 した.『 慈 悲 道 場懺

法 』 に も〈p>と 〈ゴ〉の混 用 がみ られ る ので26,〈p>〈 ゴ〉に/p/を 立 て るの に無 理 はな

い.し た が っ て こ こで は脱 鼻音 化 の<m>に も/p/を 立 て,「 卜」 「木 」 を/puγ/と 再

構 した い.「 銅 ～ 通 」 「田～天 」 の〈d>～〈t>は ウイ グル 漢 字 音 で は と もに〃で 再

構 され た:/t明/,/ten/.「 侵 ～ 心」 の<ts>～<s>は ウイ グル 漢 字 音 で は とも に/s/で

反 映 され る:/sim/.「 焉 ～言 」 ぐ〉～〈η〉:「 言 」 は ウイ グル 文 字 音 写漢 文 にお

い てkyn/gen/と な らん でyyn/yen/が あ らわれ る(p―147).一 方<1>～ 〈i>介母 に先

:s『慈悲 道 場 懺 法 』 も並 〈b>(→p)～ 明 〈m>の 混 用 が み られ る:高 田[1985]
p.146.

za高 田[ig85]p ,146.
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行 す る影 母 に は 因 〈'i6n>'ynの ご と く/'/が 立 つ が,益 〈●iεk>yykの ご と く/y/の

あ らわ れ る例 もあ るn.し たが って 「言 」 「焉 」 に/yen/を 再 構 して無 理 は ない.

一 方 「言 」 「焉 亅 は 『中原 音 韻』 で は ともに影母 先 天 韻 く'iεn>とな る .Daの 「延

～言 」 「延 ～ 因 」 を 考慮 す る な ら 『中原 音 韻 』 の 形 式 を反 映 して い る と判 断 す

べ きで あ る:/●ien/ .「 血 ～ 決 」 の くx>～<k>は3・4等 韻 母 との 結 合 にお い て,ウ

イ グル 漢 字 音 で は層 ～偲 に再 構 したza.し か し<x>〈k>の 混 同 は 『法 華 経 』 に も

み られ るの で29,こ こで は両 声 母 に/k/を 立 て た い.韻 母 〈iuet>の 例 は ウイ グル

漢 字 音 には み られ ない.類 似 の韻 母 は 「説 」 〈qluεt>swr rur,/(C19, E5, Gi)の

よ うに/-ur/で 現 れ る.一 方 この音 注 には ウイ グル 文 字 でkwyrが 記 され てい る.

「旋 」<zuεn>swyn/suen/(C15)を 考慮 して このkwyrを/㎞er/と 再 構 した い .

「浩 ～ 好 」 の 〈γ〉～〈x>は ウイ グル 漢 字 音 で は ともに/x!に 再構 した .し か し,〈x>

は 「血 ～ 決 」 にみ た よ うに 〈k>と も同音扱 い され てい る.ウ イ グル 漢 字 音 で は1

・2等 韻 母 と結合 して くk>は/q/に 再構 され るので
,「 浩 ～好 」 の声 母 に/q/を 立 て

たい:/qau/.

Bb)声 母 ・声調 が不 同

葬 〈精宕 開1去 ts匈 〉

災く精 哈 開1平 ts稱>

呼く暁模 合1" xo>

凶〈暁鐘 合3平 Xloη〉

諧 く匣 皆 開2平 γゑi>

蔵 〈従唐 開1平 dzag>

在 〈従海 開1上 dz稱>

古 〈見姥 合1上 ko>

共 く羣用 合3去 gloη〉

戒 〈見怪 開2去 k緤>

 声 調 の 異 な りは ウイ グル 漢 字 音 にお い て も関 与 的 で な い の で,こ こで は 声 母

の み が 問題 とな る.「 葬 ～ 藏 」 「災 ～在 」 〈ts>～〈dz>は ウイ グル 漢 字 音 で は と も

に/s/に 再構 され た:/so/,/sai/.「 呼 ～古 」<x>～ 〈k>:Baの 「血 ～ 決 」 「浩 ～好 」

を参 照 に して この1等 韻 の<x><k>に は/q/を 立て た い:/qu/.「 凶 ～ 共 」<x>〈g>:

ウイ グル 漢 字 音 で は 〈g>は 〈k>〈k>と とも に3・4等 韻 と結 合 して/k/が 再 構 され

た.「 血 ～決 」 を 参 照 に して 「凶 ～共 」 の声 母 に は/k/を 立 て た い:/㎞o/. 「諧

～戒 」 〈γ〉一〈k>:「 呼 ～古 」 とBaの 「浩 ～ 好 」 とを参 照 して 〈γ〉〈k>に は/q/を 立

て たい:/qai/.

Ca)韻 母が不 同

n庄 垣 内[1995]p
.103.

28庄 垣 内[1995]P
―107.

29高 田[1985]p
.145.
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代 く定代開1去d郤 〉 大く定泰開1去d駈 〉

代 は 大 の上 に書 か れ て い るが実 際 の 注音 は 大 で は な く代 で あ る.〈 卻〉と〈駈〉

とは ウイ グル 漢 字 音 で ともに/ai/に再 構 され た:/'tai/.

Cb)韻 母 ・声調 が不 同

灌 〈見 換合1去 ku穗>

並 〈並 迴 開4上 bieη〉

干 く見寒 開1平 k穗>

平 〈並庚 開3平bian>

 「灌 ～ 干 」 の 〈uan>と 〈加〉とは ウイ グル 漢 字 音 で は 見 母 と結 合 す る場 合 に も

と もに/an/に 再 構 され た:/qan/― 「並 ～ 平 」 の〈ieη〉と〈1aη〉も とも に/e/に 再構 さ

れ た:/pe/.

Da)声 母 ・韻 母 が不 同

延 〈喩仙 開4平 yiεn>

延 く喩仙 開4平 yiεn>

言 く疑 元 開3平oi凱 〉

因 く影 真 開4平 ,・vi en>

 「延 ～ 言 」:開 口4等 韻 に結 合す る<y>は ウイ グル 漢 字 音 で は/y/に 再構 され

た.「 言 」 の声 母 はBaに 述 べ た ご とく/y/に 再 構 され た.ま た<iεn>と く地n>と は

とも に/en/に 再 構 され た ので 「延 」 「言 」 と も/yen/と 再構 す る こ と もで き る。 し

か し下 段 の 「延 ～ 因 」 の 「因 」 は ウイ グル 漢 字 音 で は/'in/と 再 構 され るの で こ

こで は 「延 」 を/yen/と 再 構 で き な い.一 方 『中原 音 韻 』 で は 「延 」 「言 」 は と

もに〈'ihn>(陽 平),「 因 」は〈'inn>(去)と な り,そ れ を採 用 す れ ば 「延 」「言 」

「因 」 は い ず れ も同 音/'in/(～/.en/)と して扱 わ れ る 可 能性 が 大 きい .た だ,下

段 の 「延 」 は 漢 文 の 「厭 」 の 誤 写 と考 え た.「 厭 」<影 瑛 開4平'iεm>は 『中

原 音 韻 』 にお い て も<'iεm>(去)で 韻 尾 に〈m>を 留 め て い る が,Dbの 「爛 」

にみ られ る よ うに こ こ で は韻 尾 〈m><n>の 混 同 が み られ る.ま た ウイ グル 漢 字

音 にお い て も 「梵 」〈vlu2m>をv僮n/fan/(L20)と 表 した 例 が あ るの で,「 延 」「厭 」

が 同音 とされ た 可 能性 は あ る.

Db)声 母 ・韻母 ・声 調 が 不同

胎 く透 哈 開1平 堀 〉

穴 〈匣屑 合4γiuet>

爛 〈来 翰 開1去 1穗>

鎔 〈喩 鐘 合4平 yioη〉

幽 〈影 幽 開4平 'i3u>lyw

躁 〈心 豪 開1平 ,.sau>

大く定泰開1去d窃 〉

古〈見姥合1上 ko>

羅く来歌開1平 1竅r

禾く匣戈合1平 γua>

已く喩止 開4上 y似>

syv

月 く月3 η1ugt>

凡 く奉 凡 合3平vlugm>

谷 く喩 燭合4 yiok>

有 く喩 有3上 Bl gu>

一270一



 2段 目の 「穴Jと4段 目の 「鎔 」 まで は反 切 で,「 幽 」 は ウイ グル 文字 と反

切,「 躁 」 は ウイ グル 文字 の み で表 され て い る.直 音 で しめ され た最 初 の 「胎

～ 大」は ウイ グル 漢 字 音 で 声母 の くt><d>が とも に〃,韻 母 の 〈毎〉〈鋤〉が とも に/ai/

と再構 され るの で 同音 とみ な され た:/tai/.「 穴 」 の韻 母 〈iuet>は 「月 」 〈g1聰t>

と同音 と され る.ウ イ グル漢 字音 で は と もに/ur/と な る.声 母<r>が 「古 」 の 声

母 〈k>で 示 され た の はBbの 「諧 」 〈価 〉～ 「戒 」 〈V1>と 共 通 す る が,<k>は3・

4等 韻 と結 合 して ウイ グル 漢 字 音 で は/k/が 立 つ の で,「 穴 」は/㎞r/と 再 構 で き る.

しか し音 注 の 「古 」〈ko>は1等 韻 と結 合 してお り,/qu/と 再 構 され るの で ウイ グ

ル 漢 字 音 とは矛 盾 す る./k//q/の 区別 は ウイ グ ル 漢 字 音 で は明 確 で あ り,こ の

「難 字 音 注 」 に そ れ が 無 か っ た とは考 え られ ない.こ れ につ い て は今 の とこ ろ

説 明 で き な い.「 爛 」 の 声母 〈1>は 「羅 」 の 〈1>と同 音.韻 ―母 〈加 〉は ウイ グ ル 漢

字 音 で は/an/と 再 構 され る.そ れ と同音 と され る 「凡 」 の<suem>は/am/と 再 構

され る.Daで 述 べ た よ うに韻 尾 の 〈n><m>は 混 同 され うるの で 同 音 とみ な され

た.「 幽 」 には 先 ず ウイ グル 文字 ―ywが 当て られ て い る.ウ イ グル 漢 字 音 で は

ぐi㊧u>の 類 似 例 と して 「憂 」〈'1au>yyw/yiu/(K15LS)を あげ る こ とがで き る.

声母 が 量ywと 一 致 しな い が,「 音 」ぐi2m>'ym/'im/(Al9)～ 「因 」<'・yl en>'yn/

'in/(Dv2)
,あ る い は 次 に述 べ る 「巳 」 を考 慮 す れ ばyWを/'iu/と 再 構 して 問

題 はな い.一 方 「幽 」 の 反 切 は声 母 に 「巳 」 〈y覃〉を掲 げ て い る.「 巳 」 は ウ

イ グル 漢 字 音 で はvy/'量/(L39,43)～yy/yi/(A16)が 現れ る ので 同音扱 い され る.

韻 母 表記 の 「有 」 〈�12u>は 介 音 〈孟〉と〈1>の違 い が あ る が この2種 の介 音 は ウイ

グル漢 字 音 で は弁 別 され てい な い ので この韻母 は 「幽」 の もの と同 音 とみ な さ

れ る.躁 く,.s au>に は ウイ グル 文 字syvが 当て られ て い る.韻 母<au>は ウイ グル

漢 字 音 で は.w/au/～,v/av/と 再構 され る:「 草」〈ts穹>slw/sau/(G4 H4)～ 「道 」

〈d穹>t'v/dav/(L31,38,39,40).お そ ら くsyvはslv/sav/の 誤 りで あ ろ う.「 錮 の

声 母 〈y>が 「禾 」 の〈γ〉と同 音,韻 母<ioo>が 〈iok>と 同 音 とい うの は説 明で き な

い 。

E)音 注の ない もの

痛 〈透送 開1去 伽0>と 病〈奉 映開3去 vlaり〉は並んで現れ るがいずれ に も音

注が施 されていない.

3,3『 天地八陽神 呪経 』の 「難字音注 」 とウイグル漢字音 との関係

3,3.1 上 に示 した よ うに 「難字音注」は ウイ グル漢字音の性格 とよく一

致す る.主 要 な一致点 を2.3に 掲げた ウイグル漢字音の特徴 を借 りれば以下

の ようになる。
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a)声 調 が 弁別 され てい な い:Bb, Cb, Db

b)中 古 漢 語 音 のts,ぢ, dz, s, zは 全 て/s/で 表 され る:「 侵 」 ～ 「心 」

d)中 古 漢 語 音 の唇 軟 口蓋音 は脱 唇 音化 す る:「 灌 」 ～ 「干 」

f)中 古漢 語 音 のm,nは 脱 鼻音 化 す る:「 卜」 ～ 「木 」

g)中 古 漢 語 の韻 尾 の 非鼻 音 閉鎖 音 は脱 落 して い ない:「 穴 」～ 「月」「血」

～ 「決 」

3.3.2一 り の 欠 落 に つ い て

 このほか ウイ グル漢字 音の大 きな特徴で ある宕摂 と梗摂 の韻尾 ηの脱 落につ

いては議論 を要す る.-gは 「妨」～ 「方」,「銅 」～ 厂通」,「葬」～ 「蔵」,「凶」

～ 「共」,「並」～ 「平」に同音扱 いがみ られ る.こ の内,通 摂 に所属す る 「銅」

〈定東 開1平 duη〉～ 「通」<透東 開1平tug>,「 凶」〈暁鐘合3平 x101]〉～ 「共」

〈羣 用合3去 gloO>は どち らも声調 を別にすれ ば同 じ韻母 が用い られている.

これ らの韻母 はウイ グル 漢字音ではくug>/UO/[ug]～ 〈10η〉/Uη/[攣0]と推定 され,

いずれ も韻尾 に/―η/を保持 してい る.残 りは宕摂 と梗 摂 に所属 しウイ グル漢字

音で は一gが 消失す るの に,音 注 にそれを欠いた対応例 が存在 しない.し か も

宕 摂 に所 属す る 「葬」〈精宕開1去 tsag>～ 「蔵」〈従唐開1平 dz鈎 〉と 「妨」

〈敷 陽開3平f1的 〉～ 「方 」<奉 陽開3平vlag>は 同 じ韻 母 を用 いてい る30.

ただ梗摂 に所属す る 「並」<並迴開4上bieu>～ 「平」〈奉庚開3平blao>の くieo

>〈1aり〉は異 なった介音 と核母音が同音 とされてい る.こ れ らは ウイ グル漢字音

で は ともに/e/に再構 され る.し か し,こ の1例 を もって―0の 消失をい うのは

難 しい.実 は 『慈悲道場 懺法』や 『法華経』の難字 音注 にお いて も一ηはゼ ロ

と対応 しない.こ のこ とからウイ グル漢字音 とこれ らの 「難 字音注」 とが別 の

体系 をもった漢字音 と考 えた くなる.し か し,ウ イ グル 漢字音の韻母体系にお

いて宕摂 に再構 した/o/と梗摂 に再構 した/o〃e/ri/は,歯頭 声母 と結合 した止摂 の

一部 をのぞいて は他摂 に現れ ない .し たが って宕摂 と梗 摂の音注 には,-gを

もた ない韻母 の適用が大 きく制 限 され ている.言 い換 える と同音 を表示す るの

に同 じ韻母 を使用せ ざるを得 ないのである.声 母や-gを もたない韻母 の性質

が ウイグル漢字 音 と極 めて近い状況か ら判断 して も,や は り,宕 摂 と梗摂の軟

口蓋鼻音韻尾 は欠落 していた と考えるべきで ある.

3.3.3 ウイグル漢字音 との異 な りとウイグル漢字音 の修正

ウイ グル漢 字音 との違いは とりわけ声母 においてみ られ る.

ウイグル漢字音の体 系はウイグル文字表記 され た漢文か ら再構 された。一方

「難 字音注」は漢字音か らウイ グル漢字音 を推 定できるので,ウ イグル文字に

9。ウイ グル 漢 字 音 で は く鋤 〉に は/0/[0]を
,〈 動 〉に は/0/[0]を 再 構 した.
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表 現 で き な い音 韻 特 徴 を教 えて くれ る.ウ イ グル 漢 字 音 で は/b/と/p/と は 文 字

上 の 区別 は ない.そ して 〈m―〉の 脱 鼻 音 化 音 には/b―/を立 てて,<p>の 再構 音/p-/

と区別 した.一 方 「難 字 音 注 」 で は 「卜」 ～ 「木 」 の よ うに 〈p>と 脱 鼻 音 化 の

〈m>と は 同 音 と され る31.ま た ウイ グル 文 字 で は/x/と/q/,/認 と/k/の 区別 は ない

が,ウ イ グル 漢 字 音 で は 〈x>〈γ〉に 同 じ/∀～/幻(3・4等)を 立 て て,〈k><9>の/q/

～/k/(3・4等)と 区別 した .「 難 字 音注 」 で は これ ら2種 は 同音 扱 い され る.

ここで扱 っ た 「難 字音 注 」 の 漢 字 音体 系 が ウイ グル 漢字 音 と全 く同 じも ので あ

る な ら,「 難 字 音 注 」 の情 報 を も とに ウイ グル 漢 字 音 を修 正 す る必 要 が あ る.

しか し全 く同 じか否 か は今 の 段 階 で は判 断 で き ない.ち なみ に,ウ イ グル 漢 字

音 に も中 世漢 語 の要 素 は希 に 現れ るが,こ の 「難 字音 注 」に はBaの 「焉 ～ 言 」,Da

の 「延 ～ 言 」 「延 ～ 因 」 の よ うにか な り明確 な反 映 が み られ る.

 ウイ グル 文の 『天地八陽神 呪経』 はウイグル文献の初期の時代か ら元朝時代

の写本まで多 くの版 と断片 を遺 してきた.こ の 「難 字音注」の出現 は,元 朝時

代 にウイグル僧 が 『天地八陽神 呪経』 を漢文か ら直接 ウイ グル漢字音 を用 いて

朗読 していた ことを示唆す る.

3.4 「九悪 業 」

 SI 4Kr.b.14の 『天 地 八 陽 神 呪 経 』 の 『難 字 音 注 」 に 先 行 す る ウ イ グ ル 文10

行 は 「九 悪 業 」 を あ ら わ し た も の で あ る.類 似 の 内 容 はT�kische Turfan-Texte

NA(p.436―43711.42―52)に み ら れ る.そ こ で は 「九 悪 業 」 を"toquz tUrlag kat atlγ

aγar tsul ayaγqilin乙"(ll. S U-51)「 九 種 のkatと い う重 罪 悪 業 」 と 表 現 し て い る.「 九

悪 業 」 の 内 容 説 明 に 先 行 し てbis t�l� anantris atly agar tsui ayay g�1�c(11.26-27)

「五 種 の縅antaryaと い う重 罪 悪 業 」(=五 逆)とbi計 αrlag anantd ssabag atiγaγar

tsui ayaγqilin6(11.34-35)「 五 種 の縅antarya-sabh緘aと い う 重 罪 悪 業 」(=近 五 逆)

の 内 容 が 説 明 さ れ 後 続 し てiki yg㎜i掀rlUg asanwir adγtsui ayaγqilinこ(ZZ.53-54)

「十 二 種 のasamvaraと い う罪 悪 業 」(十 二 律 儀 悪)が 説 明 さ れ る.「 九 種 のkat

と い う重 罪 悪 業 」 す な わ ち 「九 悪 業 」 は 一 般 に 知 ら れ て い な い も の で あ る.ま

た,katはSI 4Kr.b.14に も あ ら わ れ る が,何 を 意 味 す る の か 定 か で な い.た だ,

「九 悪 業 」 の 前 後 に 配 置 さ れ た 「悪 業 名 」 と 対 照 す れ ばkatが サ ン ス ク リ ッ ト

で あ っ た 可 能 性 は 大 き い.katに 当 た る 適 当 な 内 容 を も っ た サ ン ス ク リ ッ トは

見 つ か ら な い が,Skt gh縟aが 漢 語 で 「殺 」 の ほ か 「壊,破 壊 」 を あ ら わ す の

で,こ れ がkat(gat)の 原 型 で あ っ た 可 能 性 は あ る.

以 下 に はSI 4Kr.b―14の 「九悪 業 」 ウイ グル文 の転 写 と訳 注 とを掲 げ る.

3―チ
ュル ク語 では有気 音 を無声 音で,無 気音 を有 声音で反映す る傾 向が あるが,そ れ は反 映 され ていな

い よ うで ある:c£ 庄垣 内[i987]p.24 note 10.
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3.4.1 転 写テ キ ス ト

  草 書 体 文 字 で 書 か れ て い る の で 文 字 転 写 は 施 さ な い.転 写 の 方 法 は1.1.

1に 順 っ た.

SI 4Kr.b.14

1)ag―illo kad g�1�c saOml sanliγs舸ncig tvar-iγoron一� t臠s��:sim� sasuru

2)al�:i蓉1adip yana uγ五nta onmamaq:ikinti kad t�一� bursur quvray�-蒿rk

3)turk taxdmaq t��oqu urep t�t t�l� iryapt―liγt���1舐ig

4)t臠s�m臾:.. v..ucunc�1�l�舩-lik idt�iip:biご γu k舖g�aldu k舐ki

5)k'lyn iγa6 karakU qazγuq-gad臠i yivm臾 tizm臾:t6rtUn6 ta加1ik yaγi蓉一liq

6)yadmaq bi蓉in6 dyan-1iY臈g���¥1舐―t蔕gr臈int臘i―1舐k舩��y ada(filmaq

7)altinc nom bosvut aldac�¥larqa tidiγada qilip nom-nug bosvut-!luη

8)ulaq-� and�d� iizm臾 k舖m臾:yitinc a丘●γ一qa s舂臾-k蔕rt�maq

9)s臾izinc kird��� kirtg�d臘i k�i k��� godup t舐s k���idm臾

10)toquz-unc ar� cxsapt-1� ary-a-lariy y�1�maq

3.4.2 翻 訳 と 注

1-2)aη,ilh kat(1�1�c savram sanliγs舸(i)neig t(a)var一� oron―� t臠s��:simin

sasuru al�:i鍾1adip yana uγ血ta onmamaq:

「第 一kat業 は 僧 院 に 属 す る 喜 び や 財 を,そ の 地 を 変 え そ の 境 界 を 壊 し て 使 用

し,し た が っ て(そ れ)に よ り繁 栄 し な い こ と 」

TT IV:inc舍alt�rxar sanlγsaγdiご1γtwafi'n altmiz yuり1adfmz舐s舐(43-44)

2―4)ikinti kat t6z―� bursug quvrary�-註舐k turk tartmaq t��oqu urep t6rt t�l�

iryapt-liγt���1舐ig t臠s�m臾:

「第 二katは 聖 仏僧 衆 にお け る権威 を量 る こ と,掟 を立 て て 四威 儀 もて る掟 を

変 え る、こ と」

TT IV:bursog quwraγUz-a舐ksintimz舐s舐(45)

4-5)��c 61ntlUk at-lik et橄rUp : bi乙γu kasgU ba童tu karki klyn �ac k舐臾�

qazγuq-qatagi yevmak tizmak:

「第 三 は屠 殺場 や 肉置 き場 を作 らせ て,切 るべ き斧,手 斧 木 枠,杭 にい た る

ま で準 備 す る こ と」              -

TT IV:�1�l�舩lik itdimz turyurdumuz疵s舐(45-46)

yev-m臾 tiz-m臾「 充 た す こ と 」 「揃 え る こ と 」:c£yevig tizig「 資 糧 」.こ れ ま

でyevil-, yevit-, yevin一 は み ら れ た が, yev一 は 無 か っ た.
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5-6)t6rtUn己taOirlik yaγi蓉一liq y(a)ratmaq

「第 四 は 生 け 贄 の 場 を 作 る こ と 」

TT IV:yaγ ヨliq taOrilik itdimz舐s舐(46)

6)bisinc dyan-liγ臈g���-1舐-t蔕gr臈int臘i-larka tidiγada g�maq

「第 五 は 禅 定 の 善 前 法 に 学 ぶ 者 ら に 災 害 を な す こ と 」

TT】 呼:dian saq�cqa qatiγ藍antaこi qutluγl arqa ada g�t�z舐s舐(47-48)

7-8)alt�c nom bosvut aldac�麝arga t�� ada g�1� nom-nuりbosyut―nu◎ulag―�

and�d��m臾 k舖m臾:

「第 六 は 学 修 を 得 る も の に 害 を な し,学 修 の 継 続 を そ れ に よ り破 壊 す る こ と 」

TT IV:nom bo蓉γutごilarqa tidfγg�t�z疵s舐(48)

8)yetinc ariγ一qa s舂臾-ka�t�maq

「第 七 は 園 林 へ 火 炎 を 放 つ こ と 」

TT>V:b舐kl舐d臑r�larda///// (48-49)

9)s臾izinc kert��� kertg�d臘i k�i k��� godup t舐s k���itm臾

「第 八 は 真 性 を 信 ず る 正 見 を 棄 て,邪 見 を 上 ら せ る こ と 」

TT IV://///idtimz舐s舐(49)

10)toquz―unc a啣cxsapt―liγary-a-lariy y�1�maq

「第 九 は 清 浄 戒 も て る 聖 者 ら を 怯 ま せ る(?)こ と 」

TT IV:anγsfmnan己lanY artatd�z舐s舐(49-50)

y�1�-(t-caus.)は 「暖 め る 」の ほ か 「励 ま す 」も あ る:cf. toy�lar isin��1�u b�runsar

�r舩ins舐 r比 丘 勤 修 習 」(庄 垣 内[1982]P.1552.357). y�1�maqはy�1�mamaq「 努

力 さ せ な い 」 の 誤 写 か?

略 号

中 村=中 村(2001)

織 田=織 田(1995)

Tativ縒th�=庄 垣 内(1991～1993)

Monier=Monier(1970)
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Some Uighur fragments preserved in Russia

Masahiro Sh�aito

    In this paper we research three sorts of Uighur fragments which are kept at the St.

Petersburg Branch of the Institute for Oriental Studies of the Russian Academy of Sciences.

     The first of the three sorts is the Uighur version of大 乗 法 苑 義 林 章da Cheng fa yuan

yi lin zhang(Taisho Tripitaka Vol.45, No.1861, p.341c 1.23-p.342a 1.18),aﾘgment

numbered SI Kr.1,12 and it consists of 441ines. The Chinese original text was written by基

Ji(A.D.632-682), who was a pupil of玄 奘Xuan zang. This Chinese text has a content

presenting the major doctrines of the法 相Fa xiang Sect in a systematic fashion. The

content of the Uighur fragment corresponds to釈 名 字Shi ming zi,the third one of the five

"sub -teachings°'explaining法 処 色 義 林Fa chu se yi lin , which belongs to the twenty―third

"teaching"in the fifth of the complete seven volumes
. In the釈 名 字, five sorts of法 処 所 摂

色Fa chu suo she se are explained. The Uighur Buddhist te㎜s are very difficult to

understand, and most of them are common to those in the Uighur version of

Abhidharmakosabh縱ya―tika Tattva貿ha,

     The second one consists of three fragments, the contents of which are Chinese礼 懺 文

1�han wen("paying homage and confession of sins")transcribed in Uighur script. The Kr.

N276 and the Kr.11250f the three almost overlap each other in their content and it is to

be noted that the contents are partly same as the U5335 which is a manuscript preserved at

the Turfan Collection in Berlin. The 2Kr.45 is a small fragment containing Chinese無 常 偈

wu chang ji,如 来 涅 槃 偈ru lai nie pan ji and処 世 界 梵chu shi/ie fan transcribed in

Uighur script. The phonological system reconstructed through these Chinese teats which are

transcribed in Uighur script is almost the same as the system used in Chinese真 実 名 経zhen

shi ming jing or四 分 律 比 丘 戒 本si fen l�i qiu jie ben which are also俉nscribed in

Uighur script and used the phonological system presumed to be the Uighur-inherited

pronunciation of Chinese chazacters that we have already proposed(see Sh�aio 1995,1997).

    The third one is a fragment numbered 4bKr.14 which includes Chinese characters and

iO lines of Uighur turt. these Chinese characters are those found in the original天 地 人 陽 神

呪 経tian di ba yang Shen zhou/ing and in"notes on difficult characters for pronunciation"

attached to them。 The notes are presented by直 音zhi yin,反 切fan qie, and sometimes by

the Uighur script. We can recognize that the Chinese pronunciation used in these notes is also

in the Uighur-inherited pronunciation of Chinese. at that time. Probably, Chinese天 地 八 陽 神

呪 経might be recited in this way by the Uighur monks. The lines of Uighur that preceded

these Chinese characters make mention of"the nine evil deeds"and the content is similar to

that of T�kische Turfan-Texte NA厓.436-43711.42-52).
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